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三
五

は
じ
め
に

　

『
常
陸
国
風
土
記
』
筑
波
郡
に
、
登
る
者
も
奠
る
者
も
な
き
冷
寒
の
「
福
慈

岳
」
と
、
人
々
が
往
き
集
い
舞
い
踊
る
「
筑
波
岳
」
が
、
対
比
的
に
語
ら
れ
る
説

話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
対
比
の
背
景
に
は
、
常
陸
国
の
「
筑
波

岳
」
を
積
極
的
に
言
祝
ぎ
賛
美
す
る
意
図
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
比
較
の
対
象
と
し

て
「
福
慈
岳
」
を
持
ち
出
す
と
こ
ろ
に
、「
筑
波
岳
」
と
「
福
慈
岳
」
を
東
国
の

代
表
的
な
二
つ
の
山
だ
と
考
え
る
当
時
の
律
令
官
人
の
認
識
が
看
取
さ
れ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
山
の
両
方
を
詠
ん
だ
万
葉
歌
人
が
高
橋
虫
麻
呂
で
あ
る
。
虫
麻
呂

が
関
わ
り
を
持
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
藤
原
宇
合
は
、
養
老
三
年
（
七
一
九
）
か
ら

養
老
五
年
頃
ま
で
の
間
、
常
陸
国
に
国
司
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、

『
常
陸
国
風
土
記
』
の
編
纂
に
関
与
し
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る）（
（

。
虫
麻
呂

の
歌
の
特
徴
の
一
つ
に
、
東
国
を
舞
台
と
し
た
作
品
を
多
く
残
し
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
虫
麻
呂
は
、
宇
合
に
随
行
し
て
東
国
に
下
り
、
そ
こ
で
得
た
見
聞

を
土
台
と
し
て
そ
れ
ら
の
作
品
を
創
作
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る）（
（

。
本

稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
高
橋
虫
麻
呂
の
作
品
に
お
い
て
、「
不
尽
山
」
と
「
筑
波

　

不
尽
山
と
筑
波
山
は
東
国
を
代
表
す
る
二
つ
の
山
で
あ
る
。
そ
の
両
方
の

山
を
詠
ん
だ
万
葉
歌
人
が
高
橋
虫
麻
呂
で
あ
る
。
虫
麻
呂
は
、
人
間
世
界
を

超
越
し
、
日
本
国
の
「
鎮
」
と
な
る
神
性
を
有
す
る
山
と
し
て
「
不
尽
山
」

を
造
形
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
筑
波
山
」
は
人
々
の
欲
望
を
叶
え
て
く

れ
る
親
し
み
深
い
神
の
山
と
し
て
造
形
さ
れ
る
。「
不
尽
山
」
の
神
性
は

「
見
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、「
筑
波
山
」
の
神
性
は
「
登
る
」
こ
と
に
よ
っ

て
発
揮
さ
れ
る
。
虫
麻
呂
は
、
都
の
人
々
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
東
国
の
二
つ

の
山
を
言
葉
に
よ
る
仮
想
現
実
と
し
て
創
出
し
て
見
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

高
橋
虫
麻
呂
、
不
尽
山
、
筑
波
山
、
東
国
、
仮
想
現
実

高
橋
虫
麻
呂
の
「
不
尽
山
」
と
「
筑
波
山
」

─
幻
視
さ
れ
る
東
国
の
二
つ
の
山

─

土

佐

朋

子

論　

文
〔
抄　

録
〕
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山
」
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
性
格
の
山
と
し
て
詠
ま
れ
、
ど
の
よ
う
に
形
象
化

さ
れ
て
い
る
か
を
考
察
し
た
い）（
（

。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
フ
ジ
の
山
名
表
記
は
、

原
則
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
に
即
し
た
も
の
と
す
る
が
、
特
定
の
文
献
に
拠
ら

な
い
論
述
で
は
「
フ
ジ
」
と
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。

一
、『
万
葉
集
』
の
二
組
の
「
不
尽
山
」
歌 

─
山
部
赤
人
歌
と
高
橋
虫
麻
呂
歌
─

　

『
万
葉
集
』
巻
三
雑
歌
に
「
詠
不
尽
山
歌
一
首
并
短
歌
」
と
い
う
題
詞
を
持
つ

長
歌
一
首
・
反
歌
二
首
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
三
一
九
～
三
二
一
）。
三

二
一
番
歌
に
「
右
一
首
高
橋
連
虫
麻
呂
之
歌
中
出
焉　

以
類
載
此
」
と
い
う
左
注

が
付
さ
れ
、
三
二
一
番
歌
だ
け
が
「
高
橋
虫
麻
呂
の
歌
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
解

さ
れ
る
た
め
、
こ
の
三
首
の
作
者
を
め
ぐ
っ
て
は
様
々
な
議
論
を
呼
ん
で
き
た
。

し
か
し
、
佐
佐
木
信
綱
氏）（
（

が
主
に
歌
風
に
よ
っ
て
三
首
と
も
高
橋
虫
麻
呂
作
で
あ

る
可
能
性
を
指
摘
し
、
澤
瀉
久
孝
氏）（
（

が
集
中
の
長
歌
の
題
詞
「
一
首
」「
二
首
」

は
長
歌
を
指
す
の
が
通
例
で
あ
る
こ
と
を
見
出
し
、
左
注
の
書
き
方
と
し
て
は
例

外
的
で
は
あ
る
が
、「
右
一
首
」
は
長
歌
三
一
九
番
歌
を
指
し
て
お
り
、
短
歌
二

首
三
二
〇
・
三
二
一
番
も
含
め
て
全
て
高
橋
虫
麻
呂
歌
だ
と
結
論
づ
け
た
。

　

『
万
葉
集
』
は
三
一
九
～
三
二
一
番
歌
の
直
前
に
山
部
赤
人
の
長
歌
一
首
短
歌

一
首
で
構
成
さ
れ
た
「
不
尽
山
を
望
む
歌
」（
三
一
七
・
三
一
八
）
を
配
列
し
て

い
る
。
三
二
一
番
左
注
「
類
を
以
て
此
れ
を
載
す
」
の
「
類
」
は
、
松
原
博
一
氏）（
（

が
「
赤
人
の
不
尽
山
歌
に
対
し
類
と
い
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
」
と
言
う
よ
う
に
、

「
不
尽
山
」
と
い
う
主
題
の
類
同
性
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当

然
「
此
れ
」
は
三
二
一
番
歌
だ
け
で
な
く
、
同
じ
く
「
不
尽
山
」
を
主
題
と
す
る

三
一
九
・
三
二
〇
番
歌
も
含
む
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
こ
の
左
注
に
よ
っ

て
、『
万
葉
集
』
編
者
が
、
三
一
七
・
三
一
八
番
の
山
部
赤
人
歌
と
、
三
一
九
～

三
二
一
番
歌
の
高
橋
虫
麻
呂
歌
を
、「
不
尽
山
」
を
対
象
と
し
た
二
組
の
作
品
と

い
う
意
識
で
配
列
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

こ
の
二
組
の
作
品
は
、
語
句
や
表
現
に
類
似
点
と
相
違
点
が
見
出
さ
れ
る
。
本

稿
で
は
、
赤
人
歌
と
比
較
対
照
さ
せ
て
、
虫
麻
呂
歌
の
表
現
の
特
徴
を
考
察
し
て

み
た
い
。
便
宜
的
に
、
虫
麻
呂
歌
の
表
現
を
Ａ
～
Ｄ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
対
照
さ

せ
た
い
赤
人
歌
の
表
現
を
ダ
ッ
シ
ュ
付
の
同
じ
記
号
で
示
し
た
。

【
高
橋
虫
麻
呂
】
不
尽
山
を
詠
む
歌
一
首
并
び
に
短
歌

　

Ａ �

な
ま
よ
み
の　

甲
斐
の
国　

打
ち
縁
す
る　

駿
河
の
国
と　

こ
ち
ご
ち
の　

国
の
み
中
ゆ　

出
で
立
て
る　

不
尽
の
高
嶺
は

　

B（ �

天
雲
も　

い
去
き
は
ば
か
り　

飛
ぶ
鳥
も　

翔
び
も
上
ら
ず

　

B（ �

燎
ゆ
る
火
を　

雪
以
て
滅
ち　

落
る
雪
を　

火
用
て
消
ち
つ
つ

　

B（ �

言
ひ
も
得
ず　

名
付
け
も
知
ら
ず　

く
す
し
く
も　

座
す
神
か
も

　

B（ �

石
花
の
海
と　

名
付
け
て
有
る
も　

彼
の
山
の　

堤
め
る
海
そ

　

B（ �

不
尽
河
と　

人
の
渡
る
も　

其
の
山
の　

水
の
た
ぎ
ち
そ

　

B（ �

日
の
本
の　

や
ま
と
の
国
の　

鎮
め
と
も　

座
す
祇
か
も　

宝
と
も　

成

れ
る
山
か
も

　

Ｃ �
駿
河
な
る　

不
尽
の
高
嶺
は　

見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も�

（
③
三
一
九
）

　
　
　
　
　
　　
反
歌

　

Ｄ �

不
尽
の
嶺
に
零
り
置
く
雪
は
六
月
の
十
五
日
に
消
ぬ
れ
ば
其
の
夜
ふ
り
け

り�

（
③
三
二
〇
）
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三
七

　

B（ �

布
士
の
嶺
を
高
み
恐
こ
み
天
雲
も
い
去
き
は
ば
か
り
た
な
び
く
も
の
を

�

（
③
三
二
一
）

【
山
部
赤
人
】
山
部
宿
祢
赤
人
不
尽
山
を
望
む
歌
一
首
并
び
に
短
歌

　
′Ａ �

天
地
の　

分
か
れ
し
時
ゆ　

神
さ
び
て　

高
く
貴
き　

駿
河
な
る　

布
士

の
高
嶺
を

　

B′0 �

天
の
原　

振
り
放
け
見
れ
ば　

度
る
日
の　

陰
も
隠
ら
ひ　

照
る
月
の　

光
も
見
え
ず

　
′B（ �

白
雲
も　

い
去
き
は
ば
か
り

　
′B（
・′Ｄ 

時
じ
く
そ　

雪
は
落
り
け
る

　
′Ｃ �

語
り
告
ぎ　

言
ひ
継
ぎ
往
か
む　

不
尽
の
高
嶺
は�

（
③
三
一
七
）

　
　
　
　
　
　
　

反
歌

　
′B（
・′Ｄ 

田
子
の
浦
ゆ
打
ち
出
で
て
見
れ
ば
真
白
に
そ
不
尽
の
高
嶺
に
雪
は
零

り
け
る�
（
③
三
一
八
）

二
、
境
界
性
を
帯
び
る
「
不
尽
山
」

　

虫
麻
呂
歌
で
は
、
冒
頭
Ａ
で
「
な
ま
よ
み
の
甲
斐
の
国
」
と
「
打
ち
縁
す
る
駿

河
の
国
」
の
二
つ
の
国
が
対
と
な
っ
て
並
列
さ
れ
る
。「
な
ま
よ
み
の
」
は
意
味

の
よ
く
分
か
ら
な
い
語
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
に
は
他
に
例
も
な
い
。
仙
覚
『
註

釈
』
が
「
甲
斐
の
国
」
の
「
カ
」
を
「
香
」
と
と
り
、
香
が
よ
い
と
い
う
意
を
い

う
た
め
に
冠
さ
れ
た
語
と
し
た
が
、
契
沖
『
代
匠
記
』
に
「
取
る
に
足
ら
ず
」
と

一
蹴
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、「
生
吉
貝
」（『
代
匠
記
』）、「
生
弓
の
返
る
」（
賀

茂
真
淵
『
冠
辞
考
』）、「
生
善
肉
の
貝
」（
鹿
持
雅
澄
『
古
義
』）、「
熟
せ
ざ
る
好

味
の
意
で
、
貝
と
同
音
の
国
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
」（
武
田
祐
吉

『
全
註
釈
』）、「
半
ば
黄
泉
の
国
」
の
意
で
「
海
と
陸
地
、
な
い
し
陸
地
と
陸
地

と
が
交
叉
し
て
い
る
所
、
す
な
わ
ち
海
岸
線
な
い
し
現
世
と
黄
泉
国
と
の
境
界

地
」
と
い
う
「
甲
斐
国
」
の
地
形
を
表
す
語
（
西
宮
一
民
『
全
注
』）
な
ど
、

様
々
な
考
え
が
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
中
西
進
氏）（
（

は
、「
な
ま
よ
み
の
甲
斐
国
」

を
「
ほ
の
暗
い
峡
の
国
」
と
解
し
、「
す
べ
て
山
に
包
ま
れ
た
彼
方
」
と
い
う
印

象
を
人
に
与
え
る
甲
斐
の
国
を
「
人
間
の
理
解
を
超
え
た
、
ど
こ
か
尊
く
ふ
し
ぎ

な
国
」
と
言
い
表
す
語
だ
と
し
て
い
る
。
対
と
な
る
「
打
ち
縁
す
る
駿
河
の
国
」

は
、「
波
が
打
ち
縁
せ
る
」
と
い
う
海
に
面
し
た
駿
河
の
国
の
地
形
的
特
徴
を
捉

え
る
と
同
時
に
、
中
西
氏）（
（

が
「
常
世
の
彼
方
か
ら
神
風
な
ど
が
玉
な
ど
を
も
た
ら

し
た
り
、
神
秘
の
過
去
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
り
す
る
国
だ
と
い
う
意
味
で
あ
ろ

う
」
と
言
う
よ
う
に
、「
海
」
と
い
う
異
界
と
接
す
る
国
と
し
て
駿
河
国
を
形
象

す
る
表
現
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、「
な
ま
よ
み
の
甲
斐
の

国
」
も
、
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
い
う
地
形
的
な
特
徴
を
捉
え
、「
山
」
と
い
う

異
界
に
接
続
す
る
国
と
し
て
の
形
象
化
を
図
っ
た
表
現
だ
と
解
さ
れ
る
。「
な
ま

よ
み
の　

甲
斐
の
国　

打
ち
縁
す
る　

駿
河
の
国
」
は
、
甲
斐
国
と
駿
河
国
と
が

共
通
し
て
有
す
る
境
界
性
に
焦
点
を
あ
て
た
対
句
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

虫
麻
呂
歌
は
、
不
尽
山
が
そ
の
甲
斐
国
と
駿
河
国
の
「
こ
ち
ご
ち
の　

国
の
み

中
」
に
位
置
す
る
と
言
う
。「
こ
ち
ご
ち
の
」
は
、『
万
葉
集
』
に
は
同
じ
虫
麻
呂

の
一
七
四
九
番
歌
に
「
こ
ち
ご
ち
の　

花
の
盛
り
に　

め
さ
ず
と
も
」、
柿
本
人

麻
呂
の
泣
血
哀
慟
歌
二
一
〇
番
に
「
槻
木
の　

こ
ち
ご
ち
の
枝
の
」、
そ
の
或
本

歌
に
「
百
枝
槻
木　

こ
ち
ご
ち
に　

枝
刺
せ
る
ご
と
」
と
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
四
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三
八

方
に
伸
び
た
枝
の
描
写
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
地
形
の
表
現
と
い
う
点
で
は
、
雄

略
記
の
「
日
下
部
の　

こ
ち
の
山
と　

畳
薦　

平
群
の
山
の　

こ
ち
ご
ち
の　

山

の
峡
に
」（
九
一
）
が
近
い
。
虫
麻
呂
歌
の
冒
頭
Ａ
は
、
不
尽
山
が
、
山
と
い
う

異
界
へ
つ
な
が
る
甲
斐
国
と
、
海
と
い
う
異
界
へ
つ
な
が
る
駿
河
国
、
そ
の
二
つ

の
国
の
境
界
の
ど
真
ん
中
か
ら
高
い
嶺
が
屹
立
す
る
山
だ
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
不
尽
山
は
、
境
界
性
を
帯
び
た
二
つ
の
国
が
接
し
た
そ
の
ま
た
境
界
線

上
に
位
置
す
る
と
い
う
、
二
重
の
境
界
性
を
帯
び
た
山
と
し
て
造
形
さ
れ
る
。

三
、
人
間
の
知
を
超
越
す
る
「
不
尽
の
高
嶺
」

　

こ
れ
に
対
し
て
、
赤
人
歌
で
は
冒
頭′Ａ
で
「
駿
河
な
る
布
士
の
高
嶺
を
」
と
述

べ
て
、「
布
士
」
の
所
属
を
駿
河
国
に
分
類
す
る
。『
万
葉
集
』
の
「
フ
ジ
山
」
を

詠
ん
だ
東
歌
が
全
て
「
駿
河
国
」
の
歌
と
し
て
収
録
さ
れ
、
巻
十
一
・
二
六
九
五

番
歌
に
「
駿
河
な
る
不
尽
の
高
嶺
」、『
常
陸
国
風
土
記
』
筑
波
郡
に
「
駿
河
国
の

福
慈
の
岳
」
な
ど
と
さ
れ
る
の
を
見
る
と
、
フ
ジ
を
駿
河
国
に
分
類
す
る
発
想
は
、

ご
く
常
識
的
な
も
の
と
な
り
、
表
現
と
し
て
も
類
型
化
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
当
時
、
不
尽
山
は
東
国
と
の
往
来
の
際
に
東
海
道
側
か
ら
見
ら
れ
た
で
あ
ろ

う
か
ら
、
自
然
と
駿
河
国
の
山
だ
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

虫
麻
呂
歌
の
冒
頭
Ａ
の
説
明
は
、
そ
の
常
識
か
ら
外
れ
て
い
る
が
、
か
と
い
っ

て
眺
望
に
よ
っ
て
把
握
し
た
位
置
を
実
写
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
二
つ
の
国

の
境
界
か
ら
そ
び
え
立
つ
と
い
う
不
尽
の
位
置
は
、
眺
望
で
把
握
す
る
の
は
不
可

能
で
あ
り
、
空
か
ら
俯
瞰
し
た
地
形
に
地
図
を
重
ね
な
け
れ
ば
把
握
出
来
な
い
。

谷
馨
氏）（
（

は
、
虫
麻
呂
の
こ
の
表
現
は
「
風
土
記
撰
進
期
に
於
け
る
地
誌
的
関
心
の

所
産
に
違
い
な
い
」
と
言
う
。
虫
麻
呂
は
、
地
図
な
ど
の
文
献
に
よ
っ
て
、
不
尽

が
甲
斐
国
と
駿
河
国
の
境
界
線
上
に
位
置
す
る
と
い
う
知
識
を
得
た
の
だ
ろ
う
。

　

虫
麻
呂
歌
は
Ｃ
で
は
「
駿
河
な
る
不
尽
の
高
嶺
」
と
述
べ
、
当
時
の
常
識
的
類

型
的
な
表
現
へ
と
変
化
さ
せ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
虫
麻
呂
は
冒
頭
で

あ
え
て
表
現
類
型
か
ら
外
し
、
二
重
の
境
界
性
を
帯
び
た
山
と
し
て
の
不
尽
を
意

図
的
に
造
形
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
来
、
天
然
自
然
の
大
地
に
は
「
国
境
」

は
存
在
し
な
い
。「
国
境
」
は
、
人
間
が
大
地
に
対
し
て
国
土
と
し
て
の
秩
序
を

与
え
る
た
め
に
与
え
る
区
分
で
あ
り
、
自
然
を
人
間
の
文
化
と
知
の
体
系
に
組
み

込
む
た
め
に
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
虫
麻
呂
は
、
不
尽
が
そ
の
国
境
線
上
に

ま
た
が
っ
て
そ
び
え
立
つ
山
だ
と
表
現
す
る
。
そ
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
で
、

不
尽
に
対
し
て
、
人
間
の
与
え
る
秩
序
に
収
ま
ろ
う
と
し
な
い
原
始
的
な
性
格
と
、

人
間
の
知
を
遙
か
に
超
え
る
超
越
的
な
性
格
と
を
付
与
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

虫
麻
呂
歌
で
も
赤
人
歌
で
も
不
尽
山
を
表
す
の
に
「
高
嶺
」
の
語
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。『
万
葉
集
』
で
は
「
高
嶺
」
は
「
タ
カ
ネ
」
と
訓
読
さ
れ
、
ま
た
「
多

可
祢
」
の
仮
名
書
き
例
も
あ
る
。「
高
嶺
」
の
表
記
は
、
三
一
七
番
歌
と
三
一
九

番
歌
を
除
い
て
四
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
巻
十
一
の
二
六
九
五
お
よ
び
二
六
九
七
番

の
二
例
が
フ
ジ
を
指
す
。
残
る
二
例
は
「
伊
予
の
高
嶺
」（
③
三
二
二
・
山
部
赤

人
）
と
「
き
し
み
が
高た

嶺け

」（
③
三
八
五
）
で
あ
る
。
仮
名
書
き
例
は
五
例
あ
り
、

そ
の
う
ち
巻
十
四
の
三
三
五
八
番
歌
と
そ
の
一
本
歌
の
二
例
が
フ
ジ
を
指
す
。

　

「
高
嶺
」
の
語
は
、
唐
太
宗
『
大
唐
三
蔵
聖
教
序
』
の
「
譬
夫
桂
生
高
嶺
、
雲

露
方
得
泫
其
花
、
蓮
出
淥
波
、
飛
塵
不
能
汙
其
葉
」、
宋
之
問
「
夏
日
仙
萼
亭
応

制
詩
」
の
「
高
嶺
逼
星
河
、
乗
輿
此
日
過
」、
孫
綽
「
三
日
蘭
亭
詩
序
」
の
「
高
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三
九

嶺
千
尋
、
長
湖
万
頃
」（『
芸
文
類
聚
』『
初
学
記
』
三
月
三
日
）
な
ど
、
広
い
大

地
に
そ
び
え
立
つ
、
雄
大
で
神
聖
さ
を
帯
び
た
山
容
を
表
す
語
と
し
て
漢
籍
に
散

見
す
る
。『
懐
風
藻
』
に
は
吉
野
山
を
険
し
く
高
い
山
だ
と
表
現
す
る
「
高
嶺
嵯

峨
多
奇
勢
、
長
河
渺
漫
作
廻
流
」（
丹
墀
広
成
100
「
吉
野
之
作
」）
が
見
ら
れ
る
。

高
松
寿
夫
氏）（1
（

が
、
日
本
で
は
青
々
と
し
た
山
の
連
な
り
を
美
的
な
も
の
と
し
て
賛

美
す
る
表
現
が
伝
統
的
で
あ
っ
た
中
で
、
高
い
山
の
高
さ
を
神
聖
性
の
証
と
し
て

賛
美
す
る
漢
籍
の
表
現
を
受
容
し
て
初
め
て
不
尽
の
高
さ
を
賛
美
し
た
の
が
山
部

赤
人
「
望
不
尽
山
歌
」（
③
三
一
七
・
三
一
八
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

『
万
葉
集
』
で
フ
ジ
以
外
の
山
を
「
高
嶺
」
と
し
た
二
例
の
う
ち
の
一
つ
「
伊
予

の
高
嶺
」（
③
三
二
二
）
も
赤
人
作
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
漢
籍
か
ら
「
高

嶺
」
の
語
を
摂
取
し
て
不
尽
の
高
さ
を
表
現
し
た
の
は
赤
人
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が

高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

赤
人
歌
で
は
、
B′0
「
天
の
原　

振
り
放
け
見
れ
ば　

度
る
日
の　

陰
も
隠
ら
ひ　

照
る
月
の　

光
も
見
え
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、「
布
士
」
が
太
陽
と
月
の
光
を
遮

る
と
す
る
こ
と
で
そ
の
高
さ
を
表
す
。
こ
の
赤
人
歌
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
早
く

契
沖
『
代
匠
記
』
初
稿
本
に
「
崑
崙
、
其
高
二
千
五
百
餘
里
、
日
月
所
相
避
隠
為

光
明
也
」（『
史
記
』
大
宛
列
伝
「
論
賛
」）、「
山
峻
高
以
蔽
日
兮
」（
屈
原
「
九
章�

渉
江
」『
文
選
』）、「
其
山
則
盤
紆
岪
鬱
、
隆
崇
峍
崒
、
岑
崟
参
差
、
日
月
蔽
虧
」

（
司
馬
相
如
「
子
虚
賦
」『
文
選
』）、「
崇
山
隠
天
」（
班
固
「
西
都
賦
」『
文
選
』）、

「
茲
山
亘
百
里
…
、
上
干
蔽
白
日
、
下
属
帯
廻
谿
」（
謝
玄
暉
「
敬
亭
山
詩
」『
文

選
』）
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
漢
籍
の
表
現
を
受
容
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
し
か
し
、
虫
麻
呂
歌
で
は
こ
の
表
現
は
用
い
ら
れ
な
い
。

月
や
日
の
光
へ
の
言
及
は
特
に
な
さ
れ
ず
、
B（
で
不
尽
そ
の
も
の
か
ら
燃
え
あ
が

る
「
火
」
が
採
り
あ
げ
ら
れ
る
。

　

虫
麻
呂
歌
で
不
尽
の
高
さ
を
表
現
し
て
い
る
の
は
、
B（
「
天
雲
も　

い
去
き
は

ば
か
り　

飛
ぶ
鳥
も　

翔
び
も
上
ら
ず
」
で
あ
る
。
不
尽
の
高
さ
ゆ
え
に
行
き
過

ぎ
る
の
を
は
ば
か
る
「
天
雲
」
は
、
反
歌
三
二
一
番
で
も
繰
り
返
し
て
描
か
れ
る
。

　

赤
人
歌
で
も
、′B（
「
白
雲
も　

い
去
き
は
ば
か
り
」
と
述
べ
ら
れ
、「
白
雲
」

か
「
天
雲
」
か
が
違
う
だ
け
で
虫
麻
呂
歌
B（
と
類
似
す
る
句
が
置
か
れ
て
い
る

「
白
雲
」
は
仙
境
を
象
徴
す
る
雲
で
あ
る）（1
（

。
漢
籍
で
は
、
高
い
山
は
仙
境
と
同
一

視
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
聖
さ
が
付
与
さ
れ
る
。
例
え
ば
『
文
選
』
孫
綽

「
天
台
山
賦
」
で
は
、「
皆
玄
聖
の
遊
化
す
る
所
、
霊
仙
の
窟
宅
す
る
所
」
だ
と

述
べ
、
天
台
山
を
神
仙
が
住
ま
う
場
所
だ
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
神
聖
性

を
賛
美
す
る
。
赤
人
歌
で
は
、
漢
籍
に
お
け
る
高
山
の
賛
美
表
現
に
倣
い
、「
白

雲
」
を
用
い
て
仙
境
の
山
と
し
て
造
形
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
尽
に
神
聖
さ
を

付
与
し
、
そ
れ
を
称
え
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。

　

そ
の
よ
う
な
赤
人
歌
に
対
し
て
、
虫
麻
呂
が
用
い
る
の
は
「
天
雲
」
の
語
で
あ

る
。「
天
雲
」
は
、「
あ
ま
く
も
の　

向
伏
す
極
み　

た
に
ぐ
く
の　

さ
渡
る
極

み
」（
⑤
八
〇
〇
）
の
よ
う
に
、
日
本
の
国
土
の
果
て
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
語
で

あ
り
、
ま
た
「
葦
原
の　

水
穂
の
国
を　

天
地
の　

依
り
相
ひ
の
極
み　

知
ら
し

め
す　

神
の
命
と　

天
雲
の　

八
重
掻
き
別
け
て
」（
②
一
六
七
）
で
は
天
孫
降

臨
を
連
想
さ
せ
、「
度
会
の　

斎
宮
ゆ　

神
風
に　

い
吹
き
惑
は
し　

天
雲
を　

日
の
目
も
見
せ
ず
」（
②
一
九
九
）
で
は
伊
勢
の
「
神
風
」
と
と
も
に
奇
跡
を
起

こ
す
雲
と
さ
れ
る
な
ど
、
権
威
や
神
秘
を
象
徴
す
る
語
で
も
あ
る
。
虫
麻
呂
歌
で

は
、「
不
尽
」
は
そ
の
よ
う
な
「
天
雲
」
で
さ
え
通
り
す
ぎ
る
の
を
は
ば
か
る
山



高
橋
虫
麻
呂
の
「
不
尽
山
」
と
「
筑
波
山
」（
土
佐
朋
子
）

四
〇

だ
と
さ
れ
る
。
虫
麻
呂
歌
の
「
不
尽
」
は
、
人
間
世
界
の
権
威
や
神
秘
を
超
越
す

る
山
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

虫
麻
呂
歌
B（
の
「
飛
ぶ
鳥
も　

翔
び
も
上
ら
ず
」
は
、「
鳥
」
が
い
く
ら
「
飛
」

ん
で
も
「
不
尽
の
高
嶺
」
に
は
達
し
な
い
こ
と
を
言
う
。
こ
の
「
飛
ぶ
鳥
」
と

「
不
尽
の
高
嶺
」
の
関
係
は
、『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
の
「
鵬
」
と
「
蜩
・
学
鳩
」

の
関
係
を
連
想
さ
せ
る
。
こ
の
世
の
規
格
を
遙
か
に
超
え
る
鵬
は
、
九
万
里
と
い

う
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
高
さ
ま
で
飛
翔
し
て
南
方
を
目
指
す
が
、
鵬
の
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
が
理
解
で
き
な
い
蜩
と
学
鳩
は
、「
我
決
起
し
て
飛
び
、
楡
枋

に
搶
り
て
止
ま
る
も
、
時
に
至
ら
ず
し
て
地
に
控
つ
の
み
。
奚
を
以
て
九
万
里
に

之
き
て
南
を
図
ら
ん
や
」
と
言
っ
て
笑
う
。
蜩
と
学
鳩
に
象
徴
さ
れ
る
「
小
知
」

に
は
、
鵬
に
象
徴
さ
れ
る
「
大
知
」
が
理
解
で
き
な
い
。
人
間
に
了
解
可
能
な
範

疇
で
概
念
化
さ
れ
た
「
飛
ぶ
鳥
」
は
「
小
知
」
の
象
徴
で
あ
り
、「
飛
ぶ
鳥
」
が

到
達
で
き
な
い
「
不
尽
の
高
嶺
」
は
、
ち
っ
ぽ
け
な
人
間
の
知
で
は
了
解
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
「
大
知
」
の
象
徴
で
あ
る
。「
飛
ぶ
鳥
の　

翔
び
も
上
ら
ず
」
は
、

「
不
尽
の
高
嶺
」
の
人
間
世
界
に
対
す
る
超
越
性
を
表
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

四
、「
火
」
と
「
雪
」
の
循
環
運
動

　

虫
麻
呂
歌
の
B（
「
燎
ゆ
る
火
を　

雪
以
て
滅
ち　

落
る
雪
を　

火
用
て
消
ち
つ

つ
」
は
、
噴
火
で
燃
え
上
が
る
火
が
雪
で
消
さ
れ
、
降
る
雪
が
火
で
消
さ
れ
る
と

い
う
、
不
尽
の
火
と
雪
の
循
環
運
動
を
描
い
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
赤
人
歌

の′B（
・′Ｄ
「
時
じ
く
そ　

雪
は
落
り
け
る
」
で
は
火
は
詠
ま
れ
な
い
。
こ
の
赤
人

歌
に
用
い
ら
れ
る
「
時
じ
く
」
の
語
は
、「
常
世
の
国
」
の
「
時
じ
く
の
か
く
の

木
の
実
」
を
連
想
さ
せ
る
。
垂
仁
記
に
お
い
て
、
天
皇
が
タ
ヂ
マ
モ
リ
を
「
常
世

の
国
に
遣
は
し
て
、
登
岐
士
玖
能
迦
玖
能
木
実
を
求
め
」
さ
せ
た
が
、
タ
ヂ
マ
モ

リ
が
帰
っ
て
き
た
時
に
は
天
皇
は
崩
御
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
タ
ヂ
マ
モ
リ
は

「
常
世
の
国
の
登
岐
士
玖
能
迦
玖
能
木
実
を
持
ち
て
参
り
上
り
て
侍
ふ
」
と
叫
ん

で
慟
哭
し
た
と
言
う
。『
万
葉
集
』
に
も
、
大
伴
家
持
「
橘
歌
」
に
「
田
道
間
守　

常
世
に
わ
た
り　

や
ほ
こ
持
ち　

参
で
来
し
時　

時
及
能　

香
久
乃
菓
子
を
…
神

の
御
代
よ
り　

よ
ろ
し
な
へ　

此
の
橘
を　

等
伎
自
久
能　

可
久
能
木
実
と　

名

付
け
け
ら
し
も
」（
⑱
四
一
一
一
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
「
か
く
の
木
の

実
」
に
冠
さ
れ
た
「
時
じ
く
の
」
は
永
遠
の
時
の
中
に
あ
る
「
常
世
の
国
」
を
象

徴
的
に
表
す
語
で
あ
る
。
赤
人
歌
で
は
、
布
士
に
「
時
じ
く
そ　

雪
が
落
り
け

る
」
と
詠
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
布
士
を
時
の
支
配
か
ら
脱
し
た
常
世
の
国
の
山
、

す
な
わ
ち
仙
境
の
山
と
し
て
造
形
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

虫
麻
呂
歌
に
描
か
れ
る
火
と
雪
の
循
環
運
動
も
ま
た
、
不
尽
の
活
動
の
永
続
性

を
表
す
。
し
か
し
、「
雪
」
の
み
が
降
り
続
け
る
こ
と
の
永
続
性
を
い
う
赤
人
歌

の
布
士
に
比
べ
る
と
、
雪
と
火
と
い
う
対
極
に
あ
る
物
同
士
が
消
し
あ
っ
て
は
ま

た
生
じ
る
と
さ
れ
る
虫
麻
呂
歌
の
不
尽
は
動
的
で
あ
る
。
中
西
進
氏）（1
（

は
、
そ
れ
を

「
水
と
火
と
の
相
克
」
と
捉
え
、
虫
麻
呂
歌
の
不
尽
山
が
山
巓
に
「
水
と
火
と
の

相
克
」
を
頂
く
の
は
「
明
界
と
幽
界
と
の
さ
中
に
生
い
立
つ
素
性
と
結
果
」
だ
と

論
じ
て
い
る
。
虫
麻
呂
歌
は
冒
頭
Ａ
で
、
不
尽
が
甲
斐
国
と
駿
河
国
の
境
界
に
位

置
す
る
山
だ
と
述
べ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
B（
で
、
山
頂
で
は
火
と
雪
と
い
う
二

つ
の
対
極
的
な
物
が
せ
め
ぎ
合
う
山
だ
と
述
べ
る
。
所
属
す
る
国
が
定
ま
ら
な
い

だ
け
で
な
く
、
雪
か
火
か
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
性
格
に
落
ち
着
く
こ
と
も
な
い
。

そ
の
よ
う
な
虫
麻
呂
歌
の
不
尽
山
は
、
人
間
に
よ
る
位
置
づ
け
や
意
味
づ
け
の
範
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疇
に
収
ま
ろ
う
と
は
し
な
い
山
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
B（
「
燎
ゆ
る
火
を　

雪
以
て
滅
ち　

落
る
雪
を　

火
用
て
消
ち

つ
つ
」
と
い
う
不
尽
山
頂
の
光
景
は
、
実
際
に
見
て
把
握
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
が
写
実
だ
と
す
る
に
は
、
虫
麻
呂
が
火
を
噴
く
火
口
で
観
察
し
た
と
い
う
非

現
実
的
な
想
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
こ
の
光
景
は
、
不
尽
山
が
常
に

雪
を
被
る
山
だ
と
い
う
性
格
と
、「
も
え
る
」
山
と
い
う
性
格
と
が
虫
麻
呂
に

よ
っ
て
組
み
合
わ
さ
れ
て
、
観
念
的
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

常
に
雪
を
被
る
山
だ
と
い
う
フ
ジ
の
一
面
は
、
赤
人
歌
の
ほ
か
に
も
、
東
歌
の

駿
河
国
歌
に
、「
逢
へ
ら
く
は
玉
の
緒
し
け
や
恋
ふ
ら
く
は
布
自
の
高
嶺
に
降
る

雪
な
す
も
」（
⑭
三
三
五
八
・
一
本
歌
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
仙
覚
に
よ
れ
ば
、

逸
文
『
駿
河
国
風
土
記
』
に
は
、
極
暑
の
六
月
十
五
日
に
雪
が
い
っ
た
ん
消
え
て
、

子
の
刻
に
再
び
降
り
始
め
る
と
す
る
記
載
も
あ
っ
た
ら
し
い
。『
常
陸
国
風
土

記
』
筑
波
郡
に
お
い
て
も
「
福
慈
山
」
は
雪
に
閉
ざ
さ
れ
る
山
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
虫
麻
呂
自
身
が
、
東
国
へ
下
る
際
に
自
ら
眺
望
し
て
そ
れ
を

直
接
知
り
得
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
冒
頭
Ａ
に
お
け
る
二
つ
の
国
の
境
界

に
ま
た
が
る
と
い
う
不
尽
の
位
置
の
示
し
方
か
ら
は
、
虫
麻
呂
が
地
図
な
ど
の
文

献
か
ら
得
た
情
報
を
用
い
て
創
作
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
B（
に
お

い
て
「
石
花
の
海
」
を
不
尽
の
堰
き
止
め
湖
だ
と
述
べ
た
り
、「
不
尽
河
」
を
不

尽
か
ら
流
れ
出
る
川
だ
と
述
べ
た
り
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
虫
麻
呂
が
か
な
り
正

確
な
地
理
学
的
知
識
を
も
っ
て
創
作
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
ら
れ
る
。
不

尽
の
嶺
の
雪
が
六
月
十
五
日
に
消
え
、
そ
の
夜
に
は
再
び
降
り
始
め
る
と
詠
む
反

歌
三
二
〇
番
Ｄ
は
、
右
に
言
及
し
た
逸
文
『
駿
河
国
風
土
記
』
に
拠
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
虫
麻
呂
歌
の
表
現
が
知
識
主
義

的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
た
と
え
虫
麻
呂
自
身
が
雪
を
被
っ

た
不
尽
を
眺
望
す
る
機
会
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
文
献
に
よ
っ
て
得
た
知
識
を
主

た
る
源
泉
と
し
て
創
出
さ
れ
た
表
現
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る）（1
（

。

　

火
を
噴
く
山
と
い
う
フ
ジ
の
一
面
は
、『
万
葉
集
』
で
は
虫
麻
呂
歌
の
他
に
次

の
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

我
妹
子
に
相
ふ
縁
を
無
み
駿
河
な
る
不
尽
の
高
嶺
の
燃
え
つ
つ
か
あ
ら
む

�

（
⑪
二
六
九
五
）

妹
が
名
も
吾
が
名
も
立
た
ば
惜
し
み
こ
そ
布
仕
の
高
嶺
の
燎
え
つ
つ
渡
れ

�

（
⑪
二
六
九
七
）

君
が
名
も
妾
名
も
立
た
ば
惜
し
み
こ
そ
不
尽
の
高
嶺
の
燎
え
つ
つ
も
居
れ

�

（
⑪
二
六
九
七
或
本
）

三
例
と
も
巻
十
一
の
作
者
未
詳
歌
で
あ
り
、
会
え
な
い
相
手
を
恋
う
気
持
ち
の
強

さ
を
、
フ
ジ
の
燃
え
あ
が
る
炎
に
喩
え
る
表
現
と
い
う
類
型
を
成
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
東
歌
に
詠
ま
れ
る
フ
ジ
に
は
燃
え
る
様
子
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

天
の
原
不
自
の
芝
山
木
の
暗
の
時
ゆ
つ
り
な
ば
逢
は
ず
か
も
あ
ら
む

�

（
⑭
三
三
五
五
）

不
尽
の
嶺
の
い
や
遠
長
き
山
路
を
も
妹
が
り
と
へ
ば
け
に
よ
は
ず
来
ぬ

�

（
⑭
三
三
五
六
）

霞
居
る
布
時
の
山
び
に
我
が
来
な
ば
い
づ
ち
向
き
て
か
妹
が
嘆
か
む

�

（
⑭
三
三
五
七
）

さ
寝
ぬ
ら
く
は
玉
の
緒
ば
か
り
恋
ふ
ら
く
は
布
自
の
高
嶺
の
鳴
沢
の
ご
と

�

（
⑭
三
三
五
八
）

恋
情
の
比
喩
的
表
現
に
フ
ジ
が
持
ち
出
さ
れ
る
の
は
巻
十
一
の
歌
と
同
じ
で
あ
る
。



高
橋
虫
麻
呂
の
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不
尽
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筑
波
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」（
土
佐
朋
子
）

四
二

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
東
歌
で
は
、
恋
情
の
強
さ
を
「
も
え
る
」
フ
ジ
に
喩
え
る
こ

と
は
し
て
い
な
い
。
フ
ジ
の
「
芝
山
」「
遠
長
き
山
路
」
と
い
っ
た
地
形
や
、

「
霞
」
と
い
う
自
然
現
象
や
、「
鳴
沢
」
と
い
う
自
然
を
用
い
て
、
恋
情
を
比
喩

し
て
い
る
。
現
実
の
生
活
圏
内
に
フ
ジ
が
存
在
し
た
人
々
に
と
っ
て
、
自
分
た
ち

の
心
情
を
重
ね
合
わ
せ
る
対
象
は
、「
も
え
る
」
フ
ジ
で
は
な
く
、
フ
ジ
の
地
形

や
自
然
現
象
だ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

虫
麻
呂
歌
や
巻
十
一
の
三
例
に
見
ら
れ
る
「
も
え
る
」
フ
ジ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

東
国
か
ら
都
に
寄
せ
ら
れ
る
フ
ジ
噴
火
の
報
告
に
拠
っ
て
創
ら
れ
た
も
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
八
世
紀
前
半
の
フ
ジ
の
噴
火
を
伝
え
る
文
献
は
今
の
と
こ

ろ
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
平
安
初
期
に
は
噴
火
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
し
、

地
質
学
的
調
査
に
よ
れ
ば
奈
良
朝
期
の
当
時
は
フ
ジ
の
活
動
期
に
あ
た
っ
て
い
た

と
さ
れ
て
い
る）（1
（

。
そ
し
て
火
の
気
も
な
い
フ
ジ
に
「
も
え
る
」
山
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
抱
く
は
ず
は
な
い
か
ら
、
規
模
は
分
か
ら
な
い
が
噴
火
活
動
は
あ
っ
た
と
考

え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
都
の
人
々
が
噴
火
を
直
接
に
体
験
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
史
書
に
残
る
フ
ジ
噴
火
の
記
録
が
、
東
国
各
国
の
国
司
か
ら
の
報
告

に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
都
の
人
間
は
各
国
か
ら
の
情

報
に
拠
っ
て
、
遠
い
東
国
に
あ
る
フ
ジ
の
噴
火
を
知
っ
た
は
ず
で
あ
る
。「
も
え

る
」
フ
ジ
は
、
そ
の
よ
う
な
都
の
人
た
ち
が
、
恐
怖
と
は
無
縁
の
安
全
地
帯
で
創

り
上
げ
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
も
え
あ
が
る
恋
心
」
と
重
ね
合

わ
せ
る
な
ど
と
い
う
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
発
想
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
実
際
に
噴

火
を
体
験
し
た
当
事
者
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
余
裕
が
あ
る
は
ず
が
な
い
。
虫

麻
呂
も
ま
た
、
都
の
律
令
官
人
の
一
人
と
し
て
不
尽
が
火
を
噴
い
た
と
い
う
情
報

に
接
し
、「
も
え
る
」
と
い
う
不
尽
の
一
面
を
知
っ
た
の
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

五
、「
火
」
と
「
雪
」
─
尽
き
る
こ
と
の
な
い
時
間
─

　

八
世
紀
末
に
な
る
と
、
富
士
山
の
噴
火
の
記
録
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
（
七
八
一
）
に
は
、「
富
士
山
の
下ふ
も
とに

灰
を
ふ
ら
す
。

灰
の
及
ぶ
所
は
、
木
葉
の
彫
み
萎
え
る
」
と
い
う
駿
河
国
の
報
告
が
記
さ
れ
て
い

る
。
延
暦
十
九
年
（
八
〇
〇
）
に
も
、「
去
る
三
月
十
四
日
よ
り
四
月
十
八
日
ま

で
、
富
士
山
巓
自
ず
か
ら
焼
す
。
昼
は
則
ち
烟
気
暗
瞑
に
し
て
、
夜
は
則
ち
火
光

天
を
照
ら
す
。
其
の
声
は
雷
の
如
く
、
灰
の
下
る
は
雨
の
如
し
。
山
下
の
川
水
は

皆
紅
な
り
」（『
日
本
紀
略
』
桓
武
天
皇
条
）
と
い
う
駿
河
国
か
ら
の
報
告
が
見
ら

れ
る
。
こ
の
延
暦
十
九
年
の
噴
火
で
、
富
士
の
北
側
に
大
き
く
広
が
っ
て
い
た
剗

海
か
ら
本
栖
湖
が
分
か
れ
た
。
二
年
後
の
延
暦
二
十
一
年
（
八
〇
二
）
に
は
、

「
駿
河
国
の
富
士
山
、
昼
夜
恒
に
燎
え
、
砂
礫
は
霰
の
如
き
者
な
り
」（『
日
本
紀

略
』
桓
武
天
皇
条
）
と
い
う
駿
河
国
と
相
模
国
か
ら
の
報
告
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
半
世
紀
後
の
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
に
は
、
五
月
二
十
五
日
に
駿
河
国
か

ら
、「
富
士
郡
、
正
三
位
浅
間
大
神
大
山
、
火も

ゆ
。
其
の
勢
ひ
甚
だ
熾さ
か

ん
に
し
て
、

山
を
焼
く
こ
と
方
に
一
二
許
里
、
光
炎
の
高
さ
二
十
許
丈
な
り
。
大
い
に
声
有
り

て
雷
の
如
く
し
て
、
地
震
三
度
な
り
。
十
餘
日
を
歴
て
、
火
猶
ほ
滅
せ
ず
、
岩
を

焦
が
し
嶺
を
崩
す
。
沙
石
は
雨
の
如
く
し
て
、
煙
雲
は
鬱
蒸
た
り
。
人
は
近
づ
く

を
得
ず
。
大
山
の
西
北
に
本
栖
水
海
有
り
。
焼
く
所
の
岩
石
は
、
流
れ
て
海
中
を

埋
む
。
遠
き
こ
と
三
十
許
里
、
広
き
こ
と
三
四
許
里
、
高
き
こ
と
二
三
許
丈
な
り
。

火
炎
は
遂
に
甲
斐
国
の
堺
に
属つ
づ

く
」
と
報
告
が
あ
り
、
続
く
六
月
十
七
日
に
は
甲

斐
国
か
ら
、「
駿
河
国
の
富
士
大
山
、
忽
ち
に
し
て
暴
火
有
り
。
岡お
か

巒み
ね

を
焼
砕
し
、

草
木
は
焦
熱
す
。
土
礫
石
流
は
、
八
代
郡
本
栖
並
び
に
剗
の
両
つ
の
水
海
を
埋
む
。



佛
教
大
学
　
文
学
部
論
集
　
第
一
〇
六
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）

四
三

水
熱
き
こ
と
湯
の
如
く
し
て
、
魚
鼈
は
皆
死
す
。
百
姓
の
居
宅
は
、
海
と
与
に
埋

ま
り
、
或
い
は
宅
有
り
て
人
無
し
。
其
の
数
は
記
し
難
し
。
両
海
以
東
に
は
亦
た

水
海
有
り
て
、
名
を
河
口
海
と
曰
ふ
。
火
焔
は
赴
き
て
河
口
海
に
向
か
ふ
。
本

栖
・
剗
等
の
海
の
未
だ
焼
埋
せ
ざ
る
の
前
に
は
、
地
の
大
い
に
震
動
し
、
雷
電
暴

雨
、
雲
霧
晦
冥
に
し
て
、
山
野
弁
き
難
し
。
然
る
後
に
此
の
災
異
有
り
」（『
日
本

三
代
実
録
』
清
和
天
皇
条
）
と
富
士
山
噴
火
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
四
方

に
火
災
が
広
が
り
、
本
栖
湖
と
剗
海
の
広
い
範
囲
を
溶
岩
流
が
埋
め
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
剗
海
が
今
の
西
湖
と
精
進
湖
に
分
か
れ
た
。
こ
れ
ら

の
史
書
の
記
録
か
ら
は
、
フ
ジ
は
奈
良
朝
末
期
か
ら
平
安
朝
前
半
に
か
け
て
た
び

た
び
噴
火
し
、
国
司
か
ら
都
に
報
告
が
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

『
本
朝
文
粋
』
所
収
の
都
良
香
「
富
士
山
記
」
は
、
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
に

成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
貞
観
年
間
の
大
噴
火
か
ら
約
二
十
年
後
の
頂
上

は
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
中
央
に
甑
の
よ
う
な
形

の
窪
み
が
あ
り
、
そ
の
中
に
虎
が
蹲
っ
た
よ
う
な
形
を
し
た
石
が
あ
る
と
い
う
具

体
的
な
描
写
か
ら
、
山
頂
に
到
達
し
た
人
の
見
聞
が
含
ま
れ
て
い
る
と
も
言
わ
れ

る
）
（1
（

。
池
か
ら
は
蒸
気
が
あ
が
り
、
遠
望
す
る
と
「
常
に
煙
火
を
見
る
」
と
言
い
、

一
方
で
「
宿
雪
春
夏
消
え
ず
」
と
も
言
う
。
噴
煙
を
あ
げ
な
が
ら
、
雪
も
消
え
な

い
山
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　

『
古
今
和
歌
集
』
で
は
、『
万
葉
集
』
巻
十
一
の
三
例
に
見
ら
れ
た
恋
情
を
フ

ジ
の
火
に
喩
え
る
類
型
的
表
現
が
固
定
化
す
る）（1
（

。「
思
ひ
」
と
「
ふ
じ
の
火
」
を

掛
け
、「
思
ひ
を
す
る
」
と
「
す
る
が
な
る
」
を
掛
け
る
修
辞
も
成
立
し
て
い
る
。

人
知
れ
ぬ
思
ひ
を
つ
ね
に
す
る
が
な
る
ふ
じ
の
山
こ
そ
我
が
身
な
り
け
れ

�

（
恋
一
・
五
三
四
）

君
て
へ
ば
見
ま
れ
見
ず
ま
れ
ふ
じ
の
嶺
の
め
づ
ら
し
げ
な
く
燃
ゆ
る
わ
が
恋

�

（
恋
四
・
六
八
〇
・
藤
原
忠
行
）

…
思
ひ
そ
め　

わ
が
身
は
つ
ね
に　

天
雲
の　

晴
る
る
時
な
く　

ふ
じ
の
嶺

の　

燃
え
つ
つ
と
ば
に　

思
へ
ど
も　

あ
ふ
こ
と
か
た
し
…

�

（
雑
躰
・
一
〇
〇
一
）

…
世
の
人
の　

思
ひ
す
る
が
の　

ふ
じ
の
嶺
の　

燃
ゆ
る
思
ひ
も
…

�

（
雑
躰
・
一
〇
〇
二
）

ふ
じ
の
嶺
の
な
ら
ぬ
思
ひ
に
燃
え
ば
燃
え
神
だ
に
消
た
ぬ
む
な
し
煙
を

�

（
雑
躰
・
一
〇
二
八
・
紀
乳
母
）

　

「
仮
名
序
」
は
こ
う
し
た
表
現
類
型
を
「
ふ
じ
の
煙
に
よ
そ
へ
て
人
を
恋
ひ
」

と
総
括
し
て
い
る
。
ま
た
「
仮
名
序
」
に
は
「
今
は
ふ
じ
の
山
も
煙
立
た
ず
な

り
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
九
〇
五
年
の
『
古
今
集
』
撰
進
の
頃
に
は
一
時
的

に
噴
火
が
小
休
止
し
て
い
た
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、『
竹
取
物
語
』

で
は
、「
駿
河
の
国
に
あ
る
な
る
山
」
が
都
に
も
天
に
も
一
番
近
い
と
聞
い
た
帝

が
、
か
ぐ
や
姫
か
ら
も
ら
っ
た
「
不
死
の
薬
」
を
燃
や
し
、「
そ
の
煙
、
い
ま
だ

雲
の
中
へ
立
ち
昇
る
」
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
語
っ
て
お
り
、
噴
煙
を
あ
げ

続
け
る
イ
メ
ー
ジ
で
富
士
山
が
造
形
さ
れ
、
そ
の
煙
は
帝
の
か
ぐ
や
姫
へ
の
届
か

ぬ
思
い
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

『
後
撰
和
歌
集
』
に
お
い
て
も
フ
ジ
は
恋
情
の
比
喩
的
表
現
に
用
い
ら
れ
る
。

例
え
ば
、『
古
今
集
』
五
三
四
番
に
依
拠
し
た
「
恋
を
の
み
常
に
す
る
が
の
山
な

れ
ば
ふ
じ
の
ね
に
の
み
な
か
ぬ
日
は
な
し
」（
恋
一
・
五
六
五
）、
自
ら
の
成
就
し

な
い
恋
を
フ
ジ
が
燃
え
た
後
に
吐
く
煙
に
重
ね
合
わ
せ
た
平
定
文
の
「
我
の
み
や

燃
え
て
消
え
な
ん
世
と
と
も
に
思
ひ
も
な
ら
ぬ
ふ
じ
の
ね
の
ご
と
」（
恋
二
・
六



高
橋
虫
麻
呂
の
「
不
尽
山
」
と
「
筑
波
山
」（
土
佐
朋
子
）

四
四

四
七
）
と
い
う
贈
歌
、
そ
れ
に
対
し
て
自
分
は
フ
ジ
の
よ
う
に
燃
え
る
心
を
消
せ

る
ほ
ど
の
関
係
に
は
な
い
と
返
す
紀
乳
母
の
「
ふ
じ
の
ね
の
燃
え
わ
た
る
と
も
い

か
が
せ
む
消
ち
こ
そ
知
ら
ね
水
な
ら
ぬ
身
は
」（
恋
二
・
六
四
八
）
な
ど
、
フ
ジ

を
詠
ん
だ
六
例
は
い
ず
れ
も
、
燃
え
て
煙
を
あ
げ
る
山
と
し
て
フ
ジ
を
造
形
し
、

恋
情
の
比
喩
的
表
現
に
用
い
て
い
る
。『
拾
遺
和
歌
集
』
で
も
、「
ち
は
や
ぶ
る
神

の
思
ひ
の
あ
れ
ば
こ
そ
年
へ
て
ふ
じ
の
山
も
燃
ゆ
ら
め
」（
神
楽
・
五
九
七
・
人

麿
）、「
世
の
人
の
お
よ
ば
ぬ
物
は
ふ
じ
の
ね
の
く
も
ゐ
に
た
か
き
思
ひ
な
り
け

り
」（
恋
一
・
八
九
一
・
村
上
天
皇
）、「
我
が
恋
の
あ
ら
は
に
見
ゆ
る
も
の
な
ら

ば
都
の
ふ
じ
と
言
は
れ
な
ま
し
を
」（
恋
一
・
八
九
二
）
の
三
例
す
べ
て
恋
情
の

強
さ
を
も
え
る
フ
ジ
に
比
喩
す
る
。『
柿
本
集
』
の
「
ふ
じ
の
ね
の
絶
え
ぬ
思
ひ

を
す
る
か
ら
に
常
磐
に
燃
ゆ
る
身
と
ぞ
成
り
ぬ
る
」（
二
四
七
）
な
ど
、
私
家
集

に
も
「
恋
す
る
思
ひ
」
を
「
燃
え
る
ふ
じ
の
火
」
に
比
喩
す
る
表
現
類
型
が
散
見

さ
れ
る
。『
大
中
臣
能
宣
集
』
の
「
春
深
み
ま
だ
き
つ
け
た
る
蚊
遣
り
火
と
み
ゆ

る
は
富
士
の
煙
な
り
け
り
」（
二
〇
六
）
は
、
記
録
に
残
る
最
古
の
富
士
山
の
絵

と
な
る
十
世
紀
半
ば
の
屏
風
絵
（
散
逸
）
を
詠
ん
だ
も
の
と
い
う
。
天
徳
二
年
七

月
以
前
の
歌
合
で
は
、
富
士
山
を
沈
香
で
つ
く
っ
て
頂
上
か
ら
煙
を
立
た
せ
る
趣

向
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
は
、
フ
ジ
は
燃
え
て
煙
を
あ
げ
る
山
だ
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
共
有
さ
れ
、
恋
心
を
も
え
る
フ
ジ
に
比
喩
す
る
和
歌
表
現
の
類

型
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

一
方
で
、『
伊
勢
物
語
』
九
段
の
「
東
下
り
」
で
は
、
業
平
が
「
時
知
ら
ぬ
山

は
ふ
じ
の
ね
い
つ
と
て
か
鹿
の
子
ま
だ
ら
に
雪
の
ふ
る
ら
む
」
と
詠
む
。
季
節
に

関
係
な
く
雪
を
被
る
フ
ジ
の
姿
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
点
は
赤
人
歌
と
似
て
い
る

が
、
赤
人
歌
が
そ
の
永
遠
性
に
対
す
る
賛
美
を
表
出
す
る
の
に
対
し
て
、
業
平
歌

で
は
「
時
」
の
理
念
に
反
す
る
フ
ジ
に
対
し
て
不
審
が
表
出
さ
れ
て
い
る）（1
（

。『
更

級
日
記
』
で
は
、
か
ね
て
よ
り
上
総
国
か
ら
フ
ジ
を
遠
望
し
て
い
た
語
り
手
の
少

女
が
、
上
洛
の
途
上
、
駿
河
の
国
で
間
近
に
見
た
フ
ジ
の
姿
を
、「
紺
青
を
塗
り

た
る
や
う
な
る
に
、
雪
の
消
ゆ
る
世
も
な
く
積
り
た
れ
ば
、
色
濃
き
衣
に
衵
着
た

ら
む
や
う
に
見
え
て
、
山
の
い
た
だ
き
の
少
し
平
ら
ぎ
た
る
よ
り
、
煙
は
立
ち
の

ぼ
る
。
夕
暮
れ
は
火
の
燃
え
た
つ
も
見
ゆ
」
と
記
す
。
こ
こ
に
は
、
雪
を
か
ぶ
り

な
が
ら
煙
を
立
ち
上
ら
せ
、
夕
方
に
な
る
と
火
が
燃
え
あ
が
る
フ
ジ
の
姿
が
描
か

れ
る
。『
狭
衣
物
語
』
に
は
、
雪
遊
び
に
興
じ
る
女
房
た
ち
が
雪
山
を
作
ろ
う
と

し
て
、「
同
じ
ら
く
は
富
士
の
山
に
こ
そ
作
ら
め
」
と
言
っ
て
、
頂
上
か
ら
煙
を

あ
げ
る
フ
ジ
を
作
っ
た
と
い
う
場
面
が
あ
る
。

　

和
歌
に
お
い
て
は
雪
と
火
を
同
時
に
詠
む
表
現
は
あ
ま
り
確
認
さ
れ
な
い
。
虫

麻
呂
歌
が
例
外
的
で
あ
る
。
一
方
で
、
平
安
時
代
半
ば
の
日
記
・
物
語
に
は
、
雪

を
頂
き
な
が
ら
煙
を
あ
げ
る
富
士
が
描
か
れ
る
。
虫
麻
呂
歌
は
、「
火
」
と
「
雪
」

を
同
時
に
用
い
て
不
尽
を
表
し
た
最
初
の
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
虫
麻
呂
歌

の
不
尽
の
「
火
」
は
「
雪
」
と
同
居
す
る
わ
け
で
な
い
し
、
恋
情
の
比
喩
で
も
な

い
。
不
尽
の
頂
上
で
雪
を
消
し
、
雪
に
消
さ
れ
る
と
い
う
循
環
運
動
を
行
う

「
火
」
で
あ
る
。
虫
麻
呂
歌
で
は
、
直
線
的
時
間
が
流
れ
る
人
間
世
界
に
対
し
て
、

永
遠
の
循
環
す
る
時
間
の
中
に
存
在
す
る
不
尽
の
「
尽
き
る
こ
と
の
な
い
」
性
質

を
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、「
名
付
け
」
を
知
ら
な
い
不
尽
─
神
格
化
さ
れ
る
不
尽
─

　

虫
麻
呂
歌
B（
の
「
言
ひ
も
得
ず　

名
付
け
も
知
ら
ず
」
は
、
家
持
の
亡
妾
悲
傷
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四
五

歌
に
も
「
そ
こ
念
ふ
に　

胸
こ
そ
痛
き　

言
ひ
も
得
ず　

名
付
け
も
知
ら
ず
」

（
③
四
六
六
）
と
用
い
ら
れ
、
妾
の
死
に
対
す
る
気
持
ち
が
、
既
存
の
言
葉
の
い

ず
れ
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
人
間
は
混
沌
と
し
て
い
る
心

情
を
「
言
葉
」
に
よ
っ
て
整
理
区
分
し
て
言
い
表
す
が
、
家
持
は
自
身
の
心
情
が

そ
の
い
ず
れ
の
言
葉
の
範
疇
に
も
収
ま
ら
な
い
と
言
う
。

　

虫
麻
呂
歌
の
場
合
、
な
に
が
「
言
ひ
も
得
ず　

名
付
け
も
知
ら
」
な
い
の
か
と

言
え
ば
、
二
つ
の
国
の
境
界
線
上
に
そ
び
え
立
ち
、
人
間
世
界
の
権
威
や
常
識
の

及
ば
な
い
高
さ
を
有
し
、
雪
と
火
の
永
遠
の
循
環
運
動
を
続
け
る
不
尽
で
あ
る
。

人
間
の
見
て
い
る
「
世
界
」
は
、
人
間
が
「
言
葉
」
に
よ
っ
て
整
理
し
た
「
認
識

世
界
」
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
「
認
識
世
界
」
で
は
、
本
来
は
国
境
な
ど
な
い
天
然

自
然
の
大
地
が
、「
駿
河
国
」
と
「
甲
斐
国
」
に
区
分
さ
れ
国
境
線
を
引
か
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
秩
序
あ
る
国
土
と
し
て
認
識
さ
れ
る）（1
（

。
本
来
は
循
環
し
て
い
る

は
ず
の
時
間
が
、
直
線
に
流
れ
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
、「
過
去
」「
現
在
」

「
未
来
」
と
い
う
区
分
で
整
理
さ
れ
る
。「
言
ふ
」
お
よ
び
「
名
付
け
」
と
い
う

行
為
は
、
い
わ
ば
本
来
は
混
沌
と
し
て
い
る
は
ず
の
世
界
を
、「
言
葉
」
と
い
う

「
境
界
線
」
に
よ
っ
て
整
理
区
分
し
、
人
間
に
と
っ
て
了
解
可
能
な
「
認
識
世

界
」
を
創
り
上
げ
る
こ
と
だ
と
言
え
る
。「
言
ひ
も
得
ず　

名
付
け
も
知
ら
ず
」

と
は
、
そ
の
よ
う
な
人
間
の
「
認
識
世
界
」
の
範
疇
に
収
ま
る
山
で
は
な
い
と
い

う
、
人
間
世
界
に
対
す
る
不
尽
の
超
越
性
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

虫
麻
呂
歌
B（
は
、
そ
の
よ
う
な
不
尽
の
こ
と
を
、「
く
す
し
く
も　

座
す
神
か

も
」
と
言
う
。「
く
す
し
」
は
、
大
伴
家
持
「
七
夕
歌
」
の
「
う
つ
せ
み
の　

世

の
人
我
も　

こ
こ
を
し
も　

あ
や
に
久
須
之
弥
」（
⑱
四
一
二
五
）
に
、
二
星
の

逢
瀬
が
神
の
代
か
ら
秋
限
定
と
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
感
嘆
を
表
出
す

る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
虫
麻
呂
歌
は
、
人
間
世
界
に
対
す
る
不
尽
の
超

越
性
を
「
く
す
し
」
と
感
嘆
し
、「
神
」
だ
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

　

B（
の
「
石
花
の
海
と　

名
付
け
て
有
る
も　

彼
の
山
の　

堤
め
る
海
そ
」
で
は
、

「
名
付
け
」
ら
れ
て
あ
る
「
石
花
の
海
」
も
不
尽
が
堰
き
止
め
て
創
っ
た
海
だ
と

言
う
。
再
び
「
名
付
け
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
。
B（
の
「
名
付
け
も
知
ら
ず
」
と

B（
の
「
名
付
け
て
有
る
」
の
二
つ
の
「
名
付
け
」
は
、
意
図
的
に
配
置
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

「
石
花
の
海
」
は
、
前
節
で
引
い
た
『
日
本
紀
略
』
貞
観
六
年
の
甲
斐
国
国
司

の
報
告
に
あ
っ
た
、「
土
礫
石
流
は
、
八
代
郡
本
栖
並
び
に
剗
の
両
つ
の
水
海
を

埋
む
」
の
「
剗
」
の
「
水
海
」
の
こ
と
で
あ
る
。
貞
観
六
年
の
噴
火
で
溶
岩
流
に

よ
っ
て
精
進
湖
と
西
湖
に
分
断
さ
れ
る
が
、
八
世
紀
前
半
は
ま
だ
富
士
山
の
北
側

に
あ
る
一
つ
の
大
き
な
湖
で
「
剗
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。「
石
花
」
は
『
和
名

抄
』
鱗
介
部
「
尨
蹄
子
」
に
「
崔
禹
錫
『
食
経
』
云
、
尨
蹄
子
、
和
名
勢
、
貌
似

犬
蹄
、
而
附
石
生
者
也
。『
兼
名
苑
』
注
云
石
花
。
二
三
月
皆
舒
紫
花
、
附
石
而

生
。
故
以
名
之
」
と
あ
り
、
石
に
付
着
す
る
貝
の
こ
と
で
、
石
に
花
が
咲
く
よ
う

に
付
着
す
る
と
こ
ろ
か
ら
「
石
花
」
と
表
記
さ
れ
、
和
名
は
「
セ
」
と
さ
れ
る
。

　

虫
麻
呂
歌
は
、
不
尽
は
「
名
付
け
」
を
知
ら
な
い
と
す
る
一
方
で
、「
石
花
の

海
」
に
つ
い
て
は
「
名
付
け
」
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
不
尽
が
人
間
の

「
認
識
世
界
」
を
超
越
す
る
の
に
対
し
て
、「
石
花
の
海
」
は
「
名
付
け
」
ら
れ

る
こ
と
で
、
人
間
に
と
っ
て
了
解
可
能
な
も
の
と
な
り
、
人
間
の
「
認
識
世
界
」

の
範
疇
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
虫
麻
呂
歌
は
、

人
間
の
「
認
識
世
界
」
に
収
ま
ら
な
い
「
不
尽
」
と
、
人
間
の
「
認
識
世
界
」
に

収
ま
る
「
石
花
の
海
」
を
対
比
的
に
配
置
し
、「
石
花
の
海
」
は
「
不
尽
」
に
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四
六

よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
で
、
不
尽
が
人
間
の

営
み
そ
の
も
の
の
根
源
と
な
る
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

B（
「
不
尽
河
と　

人
の
渡
る
も　

其
の
山
の　

水
の
た
ぎ
ち
ぞ
」
は
、
B（
「
石

花
の
海
と　

名
付
け
て
有
る
も　

彼
の
山
の　

堤
め
る
海
そ
」
と
対
を
な
し
て
い

る
。「
不
尽
河
と
」
の
「
と
」
は
、『
古
義
』
に
「
跡
は
と
て
の
意
な
り
」、『
澤
瀉

注
釈
』
に
「『
と
』
は
、
と
し
て
、
の
意
」
と
い
う
具
合
に
、
ご
く
簡
便
に
説
明

さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
B（
と
B（
が
対
句
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
B（
の

「
石
花
の
海
と　

名
付
け
て
あ
る
も
」
に
対
し
て
、
B（
は
「
不
尽
河
と　

（
名
付

け
て
）
人
の
渡
る
も
」
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
B（
で
は
「
名
付
け
て
」
が
「
不
尽
河
と
」
の
「
と
」
に
含
み
こ
ま
れ
る
形
で
、

省
略
さ
れ
た
表
現
と
解
す
る
の
が
適
当
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
B（
の
「
不

尽
河
と
」
の
「
と
」
は
、「
不
尽
河
と　

名
付
け
る
」
と
い
う
よ
う
に
、「
名
付

け
」
に
接
続
さ
れ
て
引
用
の
意
を
表
す
「
と
」
で
あ
る
。「
石
花
の
海
」
と
同
様

に
、「
不
尽
河
」
も
ま
た
人
間
に
よ
っ
て
「
名
付
け
」
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、「
名

付
け
」
ら
れ
な
い
不
尽
山
と
対
比
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
不
尽

河
」
も
不
尽
山
が
生
み
出
す
流
れ
だ
と
言
う
。
B（
と
B（
は
、「
名
付
け
」
ら
れ
る

こ
と
で
人
間
の
「
認
識
世
界
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
石
花
の
海
」
と
「
不

尽
河
」
も
、
不
尽
山
の
力
が
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　

B（
で
は
、
そ
の
よ
う
な
不
尽
を
、「
日
の
本
の　

や
ま
と
の
国
の　

鎮
め
と
も　

座
す
祇
か
も　

宝
と
も　

成
れ
る
山
か
も
」
と
言
う
。「
日
の
本
」
は
、『
玉
の
小

琴
』
に
「
ひ
の
も
と
」
と
訓
み
、「
日
の
本
つ
国
」
と
い
う
意
で
、「
国
号
に
は
あ

ら
ず
、
山
跡
を
ほ
め
て
い
へ
る
也
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
や
ま
と
の
国
」
を

「
日
の
も
と
つ
国
」
と
す
る
意
識
は
、
隋
皇
帝
に
対
す
る
倭
王
の
国
書
の
「
日
出

る
処
の
天
子
、
書
を
日
没
す
る
処
の
天
子
に
致
す
」（『
隋
書
』
東
夷
伝
・
大
業
三

年
〈
六
〇
七
〉）
と
い
う
文
言
や
、
唐
に
対
し
て
「
日
本
」
の
国
号
使
用
の
許
可

を
申
し
出
た
遣
唐
使
の
「
国
、
日
の
出
づ
る
所
に
近
け
れ
ば
、
以
て
名
と
為
す
」

（『
新
唐
書
』
東
夷
伝
・
咸
亨
元
年
〈
六
七
〇
〉）
と
い
う
言
葉
に
表
れ
て
い
る
。

ま
た
『
万
葉
集
』
の
「
い
ざ
子
ど
も
早
く
日
本
へ
大
伴
の
御
津
の
浜
松
待
ち
恋
ひ

ぬ
ら
む
」（
①
六
三
・
山
上
憶
良
）、「
日
入
る
国
に　

遣
は
さ
る
る
君
を
」（
⑲
四

二
四
五
）、『
懐
風
藻
』
の
「
日
辺
瞻
日
本
」（
釈
弁
正
（（
「
在
唐
憶
本
郷
」）
な
ど

に
も
同
様
の
発
想
は
看
取
さ
れ
、
唐
と
の
相
対
性
に
お
い
て
認
識
さ
れ
た
、
七
世

紀
か
ら
八
世
紀
ご
ろ
の
国
家
意
識
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
都
筑
省
吾
氏）11
（

が
、

「
外
国
を
向
う
に
廻
し
て
、
国
家
意
識
十
分
と
は
見
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
」
と

言
う
よ
う
に
、
虫
麻
呂
歌
の
「
日
の
本
の　

や
ま
と
の
国
」
に
は
、「
や
ま
と
の

国
」
を
律
令
国
家
「
日
本
」
と
し
て
提
示
す
る
意
図
が
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

　

早
く
『
代
匠
記
』
に
「
山
跡
の
国
の
鎮
と
は
、
唐
に
も
五
岳
あ
り
て
五
方
を
鎮

る
や
う
に
、
富
士
も
鎮
国
の
霊
山
な
り
と
云
な
り
」
と
さ
れ
、『
文
選
』
張
衡

「
東
京
賦
」
の
「
大
室
作
鎮
」
と
そ
の
李
善
注
「
大
室
、
嵩
高
別
名
。
言
以
嵩
高

之
嶽
、
為
国
之
鎮
也
」
や
「
呉
都
賦
」
の
「
指
衡
嶽
以
鎮
野
」
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、
林
古
溪
氏）1（
（

に
『
書
経
』
虞
書
「
肇
十
有
二
州
。
封
十
有
二
山
、
濬

川
」
の
孔
安
国
伝
「
殊
大
者
以
為
其
州
之
鎮
」
が
指
摘
さ
れ
、
小
島
憲
之
氏）11
（

が
漢

籍
に
高
山
を
国
の
「
鎮
」
と
す
る
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
改
め
て
指
摘
さ

れ
、
山
を
国
の
鎮
め
だ
と
す
る
表
現
は
、
漢
籍
に
由
来
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
。『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
平
城
遷
都
の
詔
に
も
、
こ
の
漢
籍
の
表
現
に
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四
七

拠
っ
た
と
見
ら
れ
る
「
方
に
平
城
の
地
、
四
禽
図
に
叶
ひ
、
三
山
鎮
を
作
し
、
亀

筮
並
び
に
従
ふ
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
こ
の
詔
か
ら
は
、
春
日
・
奈
良
・
生
駒

の
三
山
を
国
家
の
「
鎮
」
と
す
る
当
時
の
思
想
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

虫
麻
呂
歌
は
、
不
尽
山
が
「
日
本
」
と
い
う
国
家
の
「
鎮
」
だ
と
言
う
。
廣
岡
義

隆
氏）11
（

が
、「
当
時
ま
だ
新
し
い
『
日
本
之
山
跡
国
』
と
い
ふ
概
念
に
、
遙
か
離
れ

て
位
置
す
る
『
富
士
山
』
を
『
鎮
』
と
し
て
置
い
た
」
点
が
虫
麻
呂
歌
の
「
雄
大

な
構
想
」
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
当
時
、
都
の
人
に
お
い
て
は
、
フ
ジ
は
未
開
の

東
国
に
あ
る
、
火
を
噴
く
野
蛮
な
山
だ
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

虫
麻
呂
は
、
そ
の
よ
う
な
原
始
的
で
野
蛮
な
辺
境
の
フ
ジ
を
、
人
間
の
世
界
そ
の

も
の
を
も
生
み
出
す
、
根
源
的
な
力
を
有
す
る
不
尽
の
山
に
創
り
変
え
、
日
本
と

い
う
国
家
の
「
鎮
」
と
し
て
神
格
化
し
た
の
で
あ
る
。

七
、「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」

　

赤
人
歌
は′Ｃ
で
「
語
り
告
ぎ　

言
ひ
継
ぎ
往
か
む　

不
尽
の
高
嶺
は
」
と
言
い
、

不
尽
を
言
語
化
し
続
け
る
意
志
を
詠
む
。
そ
れ
に
対
し
て
、
虫
麻
呂
歌
は
Ｃ
「
駿

河
な
る　

不
尽
の
高
嶺
は　

見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」
と
述
べ
、「
見
る
」
こ
と
を

欲
す
る
気
持
ち
を
詠
み
上
げ
る
。

　

「
見
れ
ど
飽
か
ず
」
は
、『
万
葉
集
』
に
五
十
例
余
り
見
ら
れ
、
場
所
な
ど
を

賛
美
す
る
類
型
的
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
人
麻
呂
の
吉
野
賛
歌
の
「
水
激
く　

滝

の
み
や
こ
は　

見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」（
三
六
）、「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
吉
野
の
河
の

常
滑
の
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
復
た
還
り
見
む
」（
三
七
）
が
最
初
期
の
も
の
と
な
る
。

人
麻
呂
の
吉
野
賛
歌
で
は
、
天
皇
の
来
訪
に
よ
っ
て
、
永
遠
の
川
と
高
く
聳
え
る

山
と
を
兼
ね
備
え
た
、
生
命
力
あ
ふ
れ
る
滝
の
吉
野
離
宮
が
現
出
す
る
。
そ
れ
を

人
麻
呂
た
ち
臣
下
が
永
遠
に
見
続
け
た
い
と
欲
す
る
気
持
ち
を
表
出
す
る
の
が
、

「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」
で
あ
る
。

　

虫
麻
呂
歌
の
場
合
、
永
遠
に
「
見
た
い
」
と
欲
す
る
不
尽
を
現
出
さ
せ
て
い
る

の
は
虫
麻
呂
自
身
で
あ
る
。
虫
麻
呂
は
、
辺
境
の
野
蛮
な
山
で
あ
っ
た
フ
ジ
に
、

日
本
と
い
う
国
家
の
「
鎮
」
と
な
る
山
だ
と
い
う
思
想
を
与
え
た
。
島
田
修
三
氏）11
（

が
、「
天
離
る
僻
陬
の
地
」
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
「
見
れ
ど
飽
き
ず
」
は
、
そ

の
地
が
具
有
す
る
「
清
浄
性
・
神
性
」
に
対
す
る
賛
美
だ
と
論
じ
て
い
る
。
虫
麻

呂
歌
の
場
合
、
不
尽
の
「
神
性
」
は
虫
麻
呂
自
身
が
言
葉
で
創
り
あ
げ
た
仮
想
世

界
に
現
出
さ
せ
ら
れ
た
不
尽
が
具
有
す
る
性
格
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
虫
麻

呂
自
身
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
神
性
で
あ
る
。
こ
の
末
尾
の
「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か

も
」
は
、
こ
の
た
び
虫
麻
呂
自
身
が
現
出
さ
せ
た
永
遠
と
循
環
の
時
空
に
生
き
る

神
の
山
「
不
尽
」
を
、
幻
視
し
続
け
る
こ
と
へ
の
意
志
を
表
す
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。

八
、「
登
る
山
」
─
都
の
律
令
官
人
に
お
け
る
「
筑
波
山
」
─

　

『
万
葉
集
』
に
は
虫
麻
呂
が
筑
波
山
を
詠
ん
だ
四
つ
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
題
詞
に
「
惜
不
登
筑
波
山
歌
」
と
さ
れ
る
巻
八
の
一
四
九
七
番
歌
、
お
よ
び

巻
九
に
配
列
さ
れ
る
三
首
、
す
な
わ
ち
「
検
税
使
大
伴
卿
、
登
筑
波
山
時
歌
」
と

さ
れ
る
一
七
五
三
～
一
七
五
四
番
歌
、「
登
筑
波
山
歌
」
と
さ
れ
る
一
七
五
七
～

一
七
五
八
番
歌
、「
登
筑
波
嶺
歌
」
と
さ
れ
る
一
七
五
九
～
一
七
六
〇
番
歌
で
あ

る
。
四
作
品
と
も
共
通
し
て
、
筑
波
山
が
「
登
る
山
」
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。
巻
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四
八

八
の
一
四
七
九
番
歌
の
題
詞
に
あ
る
「
筑
波
山
に
登
ら
ざ
り
し
こ
と
を
惜
し
む
」

と
い
う
表
現
は
、
筑
波
山
が
登
る
べ
き
山
だ
と
い
う
認
識
が
前
提
と
な
っ
て
い
な

い
と
成
立
し
な
い
。

　

清
原
和
義
氏）11
（

が
、『
万
葉
集
』
の
筑
波
山
歌
の
「
題
詞
に
あ
ら
わ
れ
た
筑
波
山

は
す
べ
て
登
も
し
く
は
不
登
の
対
象
」
と
な
っ
て
お
り
、「
筑
波
山
の
登
る
山
と

し
て
の
性
格
を
明
確
に
示
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
確
か
に
虫
麻
呂
歌
以

外
の
歌
に
お
い
て
も
、
丹
比
真
人
国
人
の
歌
は
題
詞
に
「
登
筑
波
岳
」（
③
三
八

二
）
と
さ
れ
、
月
を
詠
ん
だ
作
者
不
明
歌
の
題
詞
に
も
「
登
筑
波
山
」（
⑨
一
七

一
二
）
と
さ
れ
て
お
り
、
筑
波
山
が
登
る
対
象
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。

　

『
常
陸
国
風
土
記
』
筑
波
郡
の
「
福
慈
山
」
と
「
筑
波
山
」
が
対
照
的
に
描
か

れ
る
説
話
に
お
い
て
も
、「
福
慈
山
」
が
雪
霜
に
閉
ざ
さ
れ
た
山
と
さ
れ
る
の
対

し
て
、「
筑
波
山
」
は
民
が
往
き
集
う
山
と
さ
れ
る
。
同
じ
筑
波
郡
に
は
、
筑
波

岳
が
高
く
険
し
い
西
峰
と
泉
が
流
れ
る
東
峰
と
が
並
び
立
つ
山
で
あ
り
、
西
峰
に

は
春
と
秋
に
な
る
と
足
柄
坂
よ
り
東
の
国
の
男
女
が
、「
馬
に
歩
に
登
臨
」
っ
た

と
記
さ
れ
る
。『
常
陸
国
風
土
記
』
に
お
い
て
は
、「
筑
波
山
」
の
「
人
々
が
登
り
、

集
ま
る
」
と
い
う
性
格
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、
東
歌
十
一
首
と
防
人
歌
三
首
に
お
い
て
は
、
筑
波
山
を
こ
と

さ
ら
「
登
る
山
」
だ
と
す
る
意
識
は
看
取
さ
れ
な
い
。
例
え
ば
東
歌
で
は
、

筑
波
嶺
に
雪
か
も
降
ら
る
い
な
を
か
も
か
な
し
き
児
ろ
が
布
干
さ
る
か
も

�

（
⑭
三
三
五
一
）

筑
波
嶺
の
嶺
ろ
に
霞
居
過
ぎ
か
て
に
息
づ
く
君
を
率
寝
て
や
ら
さ
ね

�

（
⑭
三
三
八
八
）

な
ど
の
よ
う
に
、
筑
波
嶺
を
遠
望
し
て
捉
え
ら
れ
た
光
景
に
触
発
さ
れ
た
り
、
ま

た
そ
の
光
景
に
託
し
た
り
し
て
恋
う
心
が
表
現
さ
れ
た
り
す
る
。
ま
た
、

筑
波
嶺
に
か
か
鳴
く
鷲
の
音
の
み
を
か
鳴
き
わ
た
り
な
む
逢
ふ
と
は
な
し
に

�

（
⑭
三
三
九
〇
）

筑
波
嶺
の
岩
も
と
ど
ろ
に
落
つ
る
水
よ
に
も
た
ゆ
ら
に
我
が
思
は
な
く
に

�

（
⑭
三
三
九
二
）

の
よ
う
に
、
筑
波
嶺
に
鳴
く
鷲
や
落
ち
る
滝
に
託
し
て
恋
情
が
表
現
さ
れ
た
り
す

る
が
、
筑
波
山
を
登
る
と
い
う
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。
防
人
歌
に
お
い
て
は
、

我
が
面
の
忘
れ
も
し
だ
は
筑
波
嶺
を
振
り
放
け
見
つ
つ
妹
は
偲
は
ね

�

（
⑳
四
三
六
七
）

筑
波
嶺
の
さ
百
合
の
花
の
夜
床
に
も
か
な
し
け
妹
そ
昼
も
か
な
し
け

�

（
⑳
四
三
六
九
）

橘
の
下
吹
く
風
の
か
ぐ
は
し
き
筑
波
の
山
を
恋
ひ
ず
あ
ら
め
か
も

�

（
⑳
四
三
七
一
）

と
い
う
よ
う
に
、
筑
波
嶺
は
故
郷
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
や

は
り
筑
波
山
を
登
る
と
い
う
表
現
は
な
い
。

　

筑
波
嶺
の
動
植
物
や
滝
が
詠
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
筑
波
嶺
の
自
然
を
よ
く

知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
筑
波
嶺
に
日
常
的
に
親
し
ん
で
い
た
は

ず
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
生
活
圏
内
に
筑
波
山
が
あ
っ
た
人
々
に
よ
る
東
歌
や
防

人
歌
で
は
、
筑
波
山
に
登
る
と
い
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な

い
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
現
地
の
人
々
が
筑
波
山
に
登
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。
筑
波
山
が
持
つ
様
々
な
性
格
の
中
で
、
特
に
登
る
べ
き
山
で
あ
る
と
い

う
面
に
興
味
関
心
を
抱
き
、
筑
波
山
を
「
登
る
山
」
と
し
て
形
象
化
し
た
の
が
、
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四
九

都
の
律
令
官
人
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
都
の
律
令
官
人
た
ち
は
、
直
接
的

に
筑
波
山
を
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
筑
波
山
に
関
す
る
情
報
を
間
接
的
に
得

て
い
る
。
そ
の
情
報
源
は
、
東
国
で
の
任
期
を
終
え
て
帰
京
し
た
同
僚
や
、
地
誌

な
ど
の
文
献
な
ど
で
あ
ろ
う
。
都
の
律
令
官
人
た
ち
に
お
け
る
「
筑
波
山
」
に
対

す
る
「
登
る
山
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
そ
れ
ら
の
情
報
か
ら
形
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

九
、「
大
伴
卿
」
が
見
た
か
っ
た
「
筑
波
山
」

　
　
　
　

検
税
使
大
伴
卿
、
筑
波
山
に
登
り
し
時
の
歌
一
首
并
短
歌

Ａ
衣
手　

常
陸
の
国
の　

二
並
ぶ　

筑
波
の
山
を　

見
ま
く
欲
り　

君
来
ま

せ
り
と　

Ｂ
熱
け
く
に　

汗
か
き
な
け　

木
の
根
取
り　

嘯
鳴
き
登
り　

Ｃ

峰
の
上
を　

公
に
見
す
れ
ば　

男
神
も　

許
し
賜
ひ　

女
神
も　

ち
は
ひ
給

ひ
て　

時
と
な
く　

雲
居
雨
零
る　

筑
波
嶺
を　

清
に
照
ら
し
て　

い
ふ
か

り
し　

国
の
ま
ほ
ら
を　

委
曲
に　

示
し
賜
へ
ば　

Ｄ
歓
し
み
と　

紐
の
緒

解
き
て　

家
の
ご
と　

解
け
て
ぞ
遊
ぶ　

Ｅ
打
ち
靡
く　

春
見
ま
し
ゆ
は　

夏
草
の　

茂
き
は
あ
れ
ど　

今
日
の
楽
し
さ�

（
一
七
五
三
）

　
　
　
　

反
歌

今
日
の
日
に
如
何
に
か
及
か
む
筑
波
嶺
に
昔
の
人
の
来
け
む
其
の
日
も

�

（
一
七
五
四
）

　

題
詞
に
よ
れ
ば
、
検
税
使
と
し
て
都
か
ら
や
っ
て
き
た
「
大
伴
卿）11
（

」
が
筑
波
山

に
「
登
」
っ
た
時
の
歌
だ
と
い
う
。
長
歌
の
冒
頭
Ａ
に
「
見
ま
く
欲
り　

君
来
ま

せ
り
」
と
あ
る
の
で
、「
大
伴
卿
」
は
筑
波
山
を
見
た
い
と
思
っ
て
や
っ
て
き
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
大
伴
卿
」
が
見
た
い
と
言
っ
た
筑
波
山
は
Ａ
に
お
い
て
、

「
衣
手　

常
陸
の
国
の　

二
並
ぶ　

筑
波
の
山
」
と
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

『
常
陸
国
風
土
記
』
に
は
、
巡
狩
に
来
た
「
倭
武
天
皇
」
が
衣
の
袖
を
泉
に
垂

れ
て
濡
ら
し
た
こ
と
か
ら
、「
袖
を
ひ
た
す
義
」
に
よ
っ
て
「
ひ
た
ち
」
の
国
名

が
付
け
ら
れ
、
風
俗
の
諺
に
「
筑
波
の
岳
に
黒
雲
掛
か
り
、
衣
袖
漬
の
国
」
と

言
っ
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
冒
頭
Ａ
の
「
衣
手　

常
陸

の
国
」
で
は
、
常
陸
国
が
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
に
そ
の
名
の
起
源
を
持
つ
国
と
し
て
示

さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
Ａ
で
は
、
筑
波
山
に
「
二
並
ぶ
」
と
い
う
語
が
冠
さ

れ
、
形
状
に
注
目
し
た
表
現
が
と
ら
れ
て
い
る
。
筑
波
山
の
形
状
は
、
丹
比
国
人

の
歌
に
「
鶏
が
鳴
く　

東
国
に　

高
山
は　

さ
ら
に
有
れ
ど
も　

朋
神
の　

貴
き

山
の　

儕
み
立
ち
の　

見
が
ほ
し
山
」（
③
三
八
二
）
と
褒
め
称
え
ら
れ
、『
常
陸

国
風
土
記
』
筑
波
郡
に
は
筑
波
山
が
「
西
の
峰
」
と
「
東
の
峰
」
と
が
並
ぶ
山
だ

と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
東
歌
や
防
人
歌
に
お
い
て
は
筑
波
山
の
形
状
が
歌

わ
れ
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。
二
峰
相
並
ぶ
と
い
う
筑
波
山
の
形
状
へ
の
興
味
関
心

は
、
都
の
官
人
た
ち
が
強
く
抱
い
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
男
女
が

邂
逅
を
求
め
て
集
ま
る
「
歌
垣
」
が
行
わ
れ
た
場
で
あ
る
筑
波
山
が
、
男
女
の
寄

り
添
う
よ
う
な
形
状
を
し
て
い
る
こ
と
が
、
都
人
の
興
味
関
心
を
強
く
惹
い
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

虫
麻
呂
歌
は
、「
大
伴
卿
」
が
そ
の
筑
波
山
を
見
た
が
っ
た
た
め
に
、
筑
波
山

を
登
っ
た
と
い
う
。
一
般
的
に
、
山
を
「
見
た
い
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

山
が
美
し
く
眺
望
さ
れ
る
場
に
案
内
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
山
は
登
っ
て
し
ま
え
ば
、

そ
の
山
容
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
虫
麻
呂
は

「
大
伴
卿
」
を
連
れ
て
筑
波
山
を
登
っ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、「
大
伴
卿
」



高
橋
虫
麻
呂
の
「
不
尽
山
」
と
「
筑
波
山
」（
土
佐
朋
子
）

五
〇

が
見
た
い
と
言
っ
た
の
は
、
筑
波
山
の
上
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
少
な
く
と
も
虫
麻
呂
は
そ
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

Ｂ
の
「
汗
か
き
な
け
」
の
「
な
け
」
は
原
文
「
奈
気
」
と
表
記
さ
れ
「（
汗
を

払
い
）
投
げ
る
」
意
と
す
る
解
釈
も
あ
る
。
し
か
し
、
金
井
清
一
氏
が
『
全
注
』

で
、「
ぬ
え
ど
り
の
宇
良
奈
気
之
都
追
」
の
「
ウ
ラ
ナ
ケ
」
が
「
ぬ
え
鳥
の
浦
歎

座
都
」（
⑩
一
九
九
七
）
な
ど
の
「
ウ
ラ
ナ
ケ
」
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大

き
く
息
を
す
る
、
た
め
息
を
つ
く
の
義
を
持
つ
下
二
段
動
詞
「
ナ
ク
」
だ
と
解
す

る
の
が
、
合
理
的
で
あ
り
支
持
さ
れ
る
。

　

「
木
の
根
取
り
」
は
木
の
根
に
し
が
み
つ
い
て
難
渋
し
な
が
ら
登
る
こ
と
を
言

う
表
現
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
険
し
い
山
を
登
る
困
難
さ
は
、「
岩
が
根
禁
樹
押

し
靡
べ
」（
①
四
五
・
柿
本
人
麻
呂
）、「
岩
根
踏
む
生
駒
の
山
を
」（
⑮
三
五
九

〇
）、「
岩
根
さ
く
み
て
」（
②
二
一
〇
・
柿
本
人
麻
呂
）
な
ど
の
よ
う
に
、「
岩

（
が
）
根
」
に
阻
ま
れ
る
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。「
霰
零
り
き
し
み
が
高

嶺
を
険
し
み
と
草
取
り
か
な
わ
妹
が
手
を
取
る
」（
③
三
八
五
）
と
い
う
よ
う
に

険
し
い
ゆ
え
に
「
草
」
を
「
取
」
ろ
う
と
す
る
例
は
あ
る
が
、「
木
の
根
」
を

「
取
る
」
と
い
う
表
現
は
見
出
せ
な
い
。
逸
文
『
肥
前
国
風
土
記
』
の
歌
垣
の
記

事
に
、「
霰
零
り
き
し
み
が
高
嶺
を
険
し
み
と
草
取
り
か
ね
て
妹
が
手
を
取
る
」

と
い
う
歌
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
西
進
氏）11
（

は
虫
麻
呂
歌
の
「
木
の
根
取
り
」
も

「
歌
垣
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
植
物
の
根

は
時
の
経
過
な
ど
の
長
さ
を
連
想
さ
せ
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

「
竹
の
根
の　

根
足
る
宮　

木
の
根
の　

根
ば
ふ
宮
」（
記
一
〇
〇
）
は
、
経
過

し
た
年
月
の
長
さ
か
ら
生
じ
る
神
々
し
さ
を
表
す
。「
木
の
根
取
り
」
は
、
筑
波

山
の
神
域
に
入
っ
て
い
く
こ
と
を
も
連
想
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

「
嘯
鳴
き
登
り
」
の
「
嘯
」
は
、『
万
葉
集
』
で
は
他
に
見
ら
れ
な
い
語
で
あ

る
。『
説
文
解
字
』
に
「
嘯
は
、
声
を
吹
く
な
り
」、『
詩
経
』
召
南
・
江
有
汜

「
其
嘯
也
歌
」
の
鄭
箋
に
「
嘯
は
、
口
を
蹙
め
て
声
を
出
す
」
こ
と
と
さ
れ
、
漢

籍
で
は
長
く
引
い
て
発
せ
ら
れ
る
動
物
の
声
や
、
脱
俗
の
精
神
を
象
徴
す
る
動
作

を
表
す
語
と
し
て
た
び
た
び
用
い
ら
れ
る
。
後
者
で
は
特
に
阮
籍
が
得
意
と
し
た

こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。『
懐
風
藻
』
に
も
「
雲
岸
寒
猨
嘯
」（
中
臣
大
島
（（

「
山
斎
」）、「
寒
蝉
嘯
且
驚
」（
紀
古
麻
呂
（（
「
秋
宴
」）、「
嘯
谷
将
孫
語
」（
紀
男

人
（（
「
扈
従
吉
野
宮
」）、「
清
風
入
阮
嘯
」（
藤
原
宇
合
（（
「
遊
吉
野
川
」）、「
長

嘯
楽
山
仁
」（
藤
原
麻
呂
（（
「
遊
吉
野
川
」）
と
用
い
ら
れ
、
脱
俗
的
な
境
地
を
表

現
す
る
。
神
代
紀
下
第
十
段
一
書
第
四
で
は
、「
天
孫
海
浜
に
在
し
て
、
風
招
を

作
し
た
ま
ふ
べ
し
。
風
招
は
即
ち
嘯
き
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
彦
火
火
出
見
尊

が
海
神
か
ら
「
嘯
」
と
は
風
を
起
こ
す
呪
術
だ
と
い
う
説
明
を
受
け
、
地
上
に

戻
っ
て
き
て
浜
で
「
嘯
」
い
た
と
こ
ろ
、
忽
ち
に
し
て
「
迅
風
」
が
起
こ
っ
た
と

さ
れ
る
。
皇
極
紀
四
年
春
正
月
条
に
は
、「
阜
嶺
」
や
「
河
辺
」
や
「
宮
寺
の

間
」
に
遙
か
に
見
え
る
も
の
が
あ
っ
て
、
猿
の
「
吟
」
が
聞
こ
え
て
き
た
の
で
、

近
寄
っ
て
見
て
み
る
と
、「
鳴
嘯
之
響
」
が
聞
こ
え
て
き
た
が
、
そ
の
姿
は
捉
え

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
時
人
は
、「
伊
勢
大
神
の
使
」
だ
と
言
っ
た

と
い
う
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
皇
極
紀
の
「
鳴
嘯
」
と
虫
麻
呂
歌
の
原
文
「
嘯

鳴
」
は
、
文
字
を
入
れ
替
え
れ
ば
同
じ
で
あ
る
。
書
紀
の
二
例
か
ら
は
、「
嘯
」

が
神
秘
的
な
現
象
を
起
こ
す
呪
術
性
を
帯
び
た
行
為
だ
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。
虫
麻
呂
歌
の
「
嘯
鳴
登
」
と
は
、
単
に
登
山
の
疲
労
感
を
表
す
も

の
で
は
な
く
、
筑
波
山
に
登
っ
た
「
大
伴
卿
」
に
神
秘
的
な
現
象
が
起
こ
る
こ
と

を
予
感
さ
せ
る
表
現
と
し
て
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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五
一

　

Ｃ
の
「
峰
の
上
を　

公
に
見
す
れ
ば
」
と
は
、
虫
麻
呂
が
「
大
伴
卿
」
に
見
せ

よ
う
と
し
た
の
は
「
峰
の
上
」
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
考
え
る
と
、
筑
波
山
を
見
た
い
と
言
う
「
大
伴
卿
」
に
、
筑
波
山
を
登
ら
せ

た
意
味
も
分
か
る
。
虫
麻
呂
は
大
伴
卿
が
見
た
が
っ
て
い
る
の
は
、
筑
波
の
山
容

で
は
な
く
、「
峰
の
上
」
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

Ｃ
で
は
、「
男
神
」
も
お
許
し
に
な
り
、「
女
神
」
も
霊
力
を
発
揮
し
て
、「
時

と
な
く　

雲
居
雨
零
る　

筑
波
嶺
を　

清
に
照
ら
し
て　

い
ふ
か
り
し　

国
の
ま

ほ
ら
を　

委
曲
に　

示
し
賜
」
う
た
と
言
う
。「
時
と
な
く　

雲
居
雨
零
る　

筑

波
嶺
」
は
、
先
に
も
引
い
た
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
「
筑
波
の
岳
に
黒
雲
掛
か
り
、

衣
袖
漬
の
国
」
と
い
う
風
俗
の
諺
を
連
想
さ
せ
る
。
時
を
選
ば
ず
に
雲
が
か
か
り

雨
が
降
る
の
が
筑
波
山
だ
と
す
る
と
、
筑
波
嶺
が
照
ら
さ
れ
て
「
国
の
ま
ほ
ら
」

が
示
さ
れ
た
と
い
う
現
象
は
、
実
に
神
秘
的
で
あ
る
。
虫
麻
呂
は
、
こ
の
現
象
を

起
こ
し
た
の
は
、「
男
神
」
の
許
可
と
「
女
神
」
の
霊
力
だ
と
す
る
。「
大
伴
卿
」

の
「
嘯
鳴
登
」
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
、
筑
波
山
の
神
の
力
が
発
揮
さ
れ
、
神
秘

的
な
現
象
を
起
こ
し
た
と
虫
麻
呂
は
言
い
た
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

「
い
ふ
か
り
し　

国
の
ま
ほ
ら
」
の
「
い
ふ
か
り
し
」
は
、
動
詞
「
い
ふ
か

る
」
に
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形
が
接
続
し
た
形
で
あ
る
。「
い
ふ
か

る
」
は
『
万
葉
集
』
中
に
は
他
に
見
ら
れ
な
い
が
、「
相
見
ず
て
日
長
く
成
り
ぬ

比
日
は
い
か
に
好
去
や
言
借
し
我
妹
」（
④
六
四
八
・
大
伴
駿
河
麻
呂
）、「
眉
根

掻
き
下
言
借
し
み
思
へ
る
に
古
人
を
相
見
つ
る
か
も
」（
⑪
二
六
一
四
）、「
相
見

ま
く
欲
し
き
が
た
め
は
君
よ
り
も
我
そ
ま
さ
り
て
伊
布
可
思
美
す
る
」（
⑫
三
一

〇
六
・
問
答
）
な
ど
に
「
い
ふ
か
し
」
の
語
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
「
い
ふ
か

し
」
は
、
状
況
が
よ
く
分
か
ら
な
い
た
め
に
見
た
い
、
知
り
た
い
と
思
う
気
持
ち

を
表
し
て
お
り
、
醍
醐
寺
本
『
遊
仙
窟
』
の
「
不
審
」
に
「
イ
フ
カ
シ
」
の
訓
が

施
さ
れ
て
い
る
。「
い
ふ
か
り
し　

国
の
ま
ほ
ら
」
と
は
、「
状
況
を
よ
く
知
ら
な

い
か
ら
知
り
た
い
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
国
の
ま
ほ
ら
」
と
い
う
こ
と
だ
と
解
さ

れ
る
。「
国
の
ま
ほ
ら
」
は
、『
万
葉
集
』
中
に
は
、「
地
な
ら
ば　

大
君
い
ま
す　

こ
の
照
ら
す　

日
月
の
下
は　

あ
ま
く
も
の　

向
伏
す
極
み　

た
に
ぐ
く
の　

さ

渡
る
極
み　

聞
こ
し
食
す　

国
の
ま
ほ
ら
ぞ
」（
⑤
八
〇
〇
・
山
上
憶
良
）、「
高

御
座　

天
の
日
嗣
と　

皇
祖
の　

神
の
命
の　

聞
こ
し
食
す　

国
の
ま
ほ
ら
に
」

（
⑱
四
〇
八
九
・
大
伴
家
持
）
の
二
例
が
あ
り
、
天
皇
が
統
治
す
る
国
全
体
に
対

す
る
賛
美
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
景
行
記
に
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
詠
ん
だ
「
大

和
は　

国
の
ま
ほ
ろ
ば　

た
た
な
づ
く　

青
垣　

山
籠
れ
る　

大
和
し
う
る
は

し
」（
記
（0
）
が
あ
る
。
こ
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
歌
の
「
国
の
ま
ほ
ろ
ば
」
は
、
自

分
の
故
郷
で
あ
る
都
・
大
和
国
に
限
定
し
た
賛
美
と
な
っ
て
い
る
。
虫
麻
呂
歌
で

「
国
の
ま
ほ
ら
」
と
称
え
ら
れ
る
の
は
、
常
陸
国
の
筑
波
山
と
い
う
限
定
的
な
範

囲
で
あ
る
か
ら
、
憶
良
と
家
持
の
万
葉
歌
二
例
よ
り
も
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
歌
で
の

用
い
ら
れ
方
に
近
い
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
歌
は
、『
日
本
書
紀
』
で
は
景
行
天
皇
の

望
郷
歌
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、「
大
和
は　

国
の
ま
ほ
ら
ま
」（
紀
（（
）
が

都
・
大
和
国
を
限
定
的
に
賛
美
し
て
い
る
こ
と
は
『
古
事
記
』
と
変
わ
り
は
な
い
。

虫
麻
呂
歌
で
は
、
す
で
に
冒
頭
Ａ
で
「
倭
武
天
皇
」
に
由
来
す
る
国
名
起
源
に
ち

な
ん
だ
「
衣
手　

常
陸
国
」
と
い
う
表
現
が
と
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
「
い
ふ
か
り

し　

国
の
ま
ほ
ら
」
も
ま
た
、「
国
の
ま
ほ
ろ
ば
」
と
歌
っ
た
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
へ

の
連
想
を
か
き
た
て
る
も
の
と
し
て
置
か
れ
た
表
現
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

従
来
、「
い
ふ
か
り
し　

国
の
ま
ほ
ら
」
と
は
、
山
頂
か
ら
見
下
ろ
し
た
下
界

の
好
景
だ
と
解
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
例
え
ば
『
金
井
全
注
』
で
は
、「
常



高
橋
虫
麻
呂
の
「
不
尽
山
」
と
「
筑
波
山
」（
土
佐
朋
子
）

五
二

陸
国
の
政
治
・
文
化
の
中
心
地
で
あ
る
国
府
一
帯
を
含
ん
だ
周
囲
の
好
景
」
と
説

明
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
筑
波
山
を
見
た
い
」
と
欲
す
る
「
大
伴
卿
」
を
わ
ざ
わ

ざ
筑
波
山
に
登
ら
せ
、「
嘯
鳴
」
き
な
が
ら
登
っ
て
き
た
「
大
伴
卿
」
に
「
峰
の

上
」
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、「
男
神
」
と
「
女
神
」
と
が
、
普
段
は
雲
に
覆
わ
れ
て

見
え
な
い
「
国
の
ま
ほ
ら
」
を
、
つ
ま
び
ら
か
に
示
し
て
く
れ
た
、
と
い
う
こ
の

歌
の
文
脈
を
た
ど
っ
て
く
る
と
、「
国
の
ま
ほ
ら
」
と
は
「
峰
の
上
」
の
光
景
を

指
し
て
い
る
と
考
え
た
方
が
自
然
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

筑
波
山
の
「
峰
の
上
」
と
い
う
場
所
に
連
想
を
喚
起
さ
れ
る
の
は
、
歌
垣
が
行

わ
れ
て
い
る
場
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。『
常
陸
国
風
土
記
』
筑
波
郡
に
は
、

春
と
秋
に
、
足
柄
坂
よ
り
東
の
国
か
ら
集
ま
っ
た
男
女
が
、
泉
が
流
れ
る
西
の
峰

に
「
登
臨
」
し
て
「
筑
波
嶺
の
会
」
を
催
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
飲

食
を
と
も
に
し
て
歌
を
か
け
あ
い
、
男
か
ら
女
へ
「
娉
の
財
」
を
渡
し
て
、
婚
姻

関
係
を
結
ぶ
相
手
を
求
め
た
と
さ
れ
る
。「
大
伴
卿
」
が
見
た
い
と
言
っ
た
の
は
、

こ
の
「
筑
波
嶺
の
会
」
で
あ
り
、
歌
垣
が
行
わ
れ
る
筑
波
山
の
「
峰
の
上
」
だ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

歌
垣
は
、
筑
波
山
に
限
定
さ
れ
た
行
事
で
は
な
い
し
、
必
ず
し
も
男
女
の
交
歓

の
場
と
は
限
ら
な
い
。
清
寧
記
で
は
、
シ
ビ
臣
と
ヲ
ケ
命
が
大
魚
を
め
ぐ
っ
て
、

ま
た
武
烈
前
紀
で
は
、
皇
太
子
（
武
烈
）
と
鮪
が
影
姫
を
め
ぐ
っ
て
、
歌
の
掛
け

合
い
を
す
る
場
と
し
て
「
歌
垣
」
が
登
場
す
る
。
ま
た
『
続
日
本
紀
』
天
平
六
年

二
月
条
と
宝
亀
元
年
三
月
条
に
も
「
歌
垣
」
の
記
事
が
載
る
。
こ
の
よ
う
に
歌
垣

は
都
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、「
大
伴
卿
」
や
虫
麻
呂
の
「
現
代
」
に
お
い
て
も
継

続
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
す
で
に
都
会
的
に
洗
練
さ
れ
た
儀
式
と
な
っ

て
い
た
。『
続
日
本
紀
』
の
二
つ
の
記
事
に
記
さ
れ
る
歌
垣
は
、
天
皇
御
覧
の
も

と
で
、
諸
王
が
務
め
る
歌
頭
に
先
導
さ
れ
た
隊
列
に
よ
っ
て
宮
廷
風
に
編
曲
さ
れ

た
古
曲
が
唱
和
が
さ
れ
る
、
洗
練
さ
れ
た
一
種
の
宮
廷
儀
式
で
あ
る
。「
大
伴

卿
」
は
、
辺
境
の
筑
波
山
で
行
わ
れ
る
と
い
う
歌
垣
に
対
し
て
、
都
の
歌
垣
に
は

失
わ
れ
た
原
始
の
姿
を
期
待
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

虫
麻
呂
は
一
七
五
九
～
一
七
六
〇
番
歌
に
お
い
て
筑
波
山
の
歌
垣
を
題
材
と
し

て
い
る
。
そ
こ
で
は
題
詞
に
「
嬥
歌
」、
一
七
五
九
番
の
長
歌
に
「
加
賀
布
嬥

歌
」
と
表
さ
れ
、
長
歌
の
末
尾
に
「
嬥
歌
は
東
俗
語
に
賀
我
比
と
曰
ふ
」
と
注
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
常
陸
国
風
土
記
』
香
島
郡
に
は
、
那
賀
寒
田
之
郎
子
と

海
上
安
是
之
嬢
子
と
が
歌
垣
で
邂
逅
し
、
二
人
だ
け
の
時
間
を
過
ご
し
た
結
果
、

松
に
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
説
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
二
人
が
邂

逅
し
た
歌
垣
は
、「
嬥
歌
の
会
」
と
記
さ
れ
、「
俗
に
宇
太
我
岐
と
云
ひ
、
又
加
我

毘
と
云
ふ
」
と
い
う
注
記
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
載
の
仕
方
か
ら
は
、

古
来
一
般
的
に
「
う
た
が
き
」
と
呼
ば
れ
、
東
国
で
は
「
か
が
ひ
」
と
呼
ば
れ
た

行
事
が
、
漢
字
漢
文
を
操
る
都
の
律
令
官
人
た
ち
に
は
「
嬥
歌
」
と
い
う
漢
語
に

あ
た
る
と
解
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る）11
（

。「
嬥
歌
」
は
、
巴
地
方
の
人
々
が
、
男
女

が
手
を
と
り
あ
っ
て
、
踊
り
つ
つ
う
た
う
こ
と
を
表
す
語
で
あ
り
、『
文
選
』
左

思
「
魏
都
賦
」
に
「
あ
る
い
は
明
発
ま
で
嬥
歌
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
呉
や
蜀
が

野
蛮
で
文
明
的
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
風
俗
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
う
た
が
き
」「
か
が
ひ
」
に
そ
の
「
嬥
歌
」
を
あ
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

都
の
律
令
官
人
が
そ
れ
ら
を
東
国
に
残
る
非
文
明
的
な
習
俗
と
し
て
解
し
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
都
の
人
に
と
っ
て
の
東
国
は
、
景
行
紀
四
十
年
の
「
東
夷
は
、

識
性
暴
強
く
、
凌
犯
を
宗
と
す
」
で
始
ま
る
天
皇
の
言
葉
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

無
秩
序
で
暴
力
的
で
野
蛮
な
鄙
で
あ
る
。
し
か
し
都
の
人
は
、
東
国
に
対
し
て
、
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五
三

未
だ
教
化
さ
れ
な
い
未
開
の
土
地
と
し
て
見
下
し
な
が
ら
、
一
方
で
文
明
化
さ
れ

る
前
の
素
朴
さ
と
純
粋
さ
が
残
る
原
郷
だ
と
い
う
幻
想
を
も
抱
く
。「
大
伴
卿
」

も
ま
た
都
の
律
令
官
人
の
一
人
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
両
義
的
な
東
国
幻
想
を
抱

い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
虫
麻
呂
自
身
も
ま
た
都
の
律
令
官
人
で
あ
る
。

虫
麻
呂
と
「
大
伴
卿
」
の
筑
波
山
に
対
す
る
興
味
関
心
は
と
も
に
、
蔑
視
と
憧
憬

と
が
表
裏
一
体
と
な
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

歌
垣
が
行
わ
れ
た
の
は
筑
波
山
だ
け
で
は
な
い
。
逸
文
『
摂
津
国
風
土
記
』
に

は
「
波
比
具
利
の
岡
」
の
「
歌
垣
山
」
の
「
歌
垣
」
が
記
さ
れ
、
逸
文
『
肥
前
国

風
土
記
』
の
「
彦
神
、
姫
神
、
御
子
神
」
の
三
つ
の
峰
が
連
な
っ
た
杵
島
と
い
う

山
で
、「
さ
と
の
士
女
、
酒
を
提
げ
琴
を
抱
き
て
、
毎
歳
の
春
と
秋
に
手
を
携
え

て
登
望
り
、
楽
飲
し
歌
ひ
舞
」
っ
た
と
す
る
記
載
も
歌
垣
を
伝
え
る
も
の
だ
と
さ

れ
る
。
し
か
し
、
男
女
が
寄
り
添
っ
た
よ
う
に
見
え
る
二
峰
続
き
の
形
を
し
て
い

る
筑
波
山
の
形
状
と
、
若
い
男
女
が
結
ば
れ
る
「
う
た
が
き
」、
す
な
わ
ち
東
国

の
「
か
が
ひ
」
と
い
う
習
俗
の
性
格
と
が
重
な
り
合
い
、「
筑
波
山
の
歌
垣
」
は

都
の
人
の
興
味
関
心
を
一
層
強
く
引
く
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ

れ
る
。

十
、
幻
視
さ
れ
る
「
今
日
の
楽
し
さ
」

　

Ｄ
「
歓
し
み
と　

紐
の
緒
解
き
て　

家
の
ご
と　

解
け
て
ぞ
遊
ぶ
」
は
、「
峰

の
上
」
を
見
た
「
大
伴
卿
」
の
様
子
で
あ
る
。「
紐
の
緒
解
き
て
」
は
解
放
感
の

表
現
と
し
て
解
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、「
紐
の
緒
」
は
「
二
人

し
て
結
び
し
紐
を
一
人
し
て
吾
は
解
き
見
じ
直
に
あ
ふ
ま
で
は
」（
⑫
二
九
一

九
）
な
ど
、
男
女
の
間
で
結
び
解
く
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

『
金
井
全
注
』
が
「
嬥
歌
会
へ
の
連
想
が
働
い
て
い
」
る
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、

男
女
が
結
婚
相
手
を
求
め
て
集
う
歌
垣
へ
の
連
想
が
喚
起
さ
れ
る
表
現
で
あ
る
。

虫
麻
呂
は
、
あ
た
か
も
自
身
が
歌
垣
に
参
加
し
た
気
分
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
る

「
大
伴
卿
」
の
姿
を
表
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

Ｅ
「
打
ち
靡
く　

春
見
ま
し
ゆ
は　

夏
草
の　

茂
き
は
あ
れ
ど　

今
日
の
楽
し

さ
」
で
は
、「
夏
」
で
あ
る
「
今
日
の
楽
し
さ
」
を
言
う
た
め
に
、「
春
」
を
引
き

合
い
に
出
す
。「
春
見
ま
し
ゆ
」
と
あ
る
か
ら
、
実
際
に
は
春
に
は
見
て
い
な
い

の
で
あ
り
、
も
し
春
に
見
て
い
た
ら
そ
れ
よ
り
も
、
夏
の
今
日
の
方
が
楽
し
い
と

言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
筑
波
山
の
「
春
」
と
い
え
ば
、
歌
垣
を
連
想
さ
せ
る

季
節
で
あ
る
。『
常
陸
国
風
土
記
』
筑
波
郡
に
は
、「
筑
波
嶺
の
会
」
が
催
さ
れ
る

の
は
「
春
」
と
「
秋
」
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
春
に
筑
波
峰
に
登
っ
て
い
た
ら
、

峰
の
上
で
は
歌
垣
が
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
今
日
は
夏
な
の
で
歌
垣
は
行

わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
今
日
は
、
筑
波
山
の
男
神
と
女
神
が
特
別
に
「
峰
の

上
」
を
見
せ
て
く
れ
た
。「
大
伴
卿
」
の
眼
前
に
は
、
古
来
歌
垣
が
行
わ
れ
て
き

た
場
所
と
し
て
の
筑
波
山
の
「
峰
の
上
」
が
現
出
し
て
い
る
。「
大
伴
卿
」
に
は

「
歌
垣
」
が
幻
視
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
、「
大
伴
卿
」

に
と
っ
て
の
「
い
ふ
か
り
し　

国
の
ま
ほ
ら
」
で
あ
っ
た
。
ず
っ
と
見
た
い
と

思
っ
て
い
た
「
歌
垣
」
の
場
が
現
出
し
た
「
今
日
」
は
、
実
際
に
歌
垣
が
行
わ
れ

て
い
る
春
な
ど
よ
り
、
ず
っ
と
「
楽
し
い
」
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
虫
麻
呂
は
、
反
歌
で
、「
筑
波
嶺
に
昔
の
人
の
来
け
む
其
の
日
」
も

「
今
日
の
日
」
に
は
及
ば
な
い
と
す
る
。
こ
の
「
昔
の
人
」
は
春
の
歌
垣
に
来
た

人
と
解
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
毎
年
行
わ
れ
る
春
の
歌
垣
に
来
て
い
る



高
橋
虫
麻
呂
の
「
不
尽
山
」
と
「
筑
波
山
」（
土
佐
朋
子
）

五
四

人
々
を
「
昔
の
人
」
な
ど
と
呼
ぶ
だ
ろ
う
か
。「
筑
波
嶺
」
に
来
た
「
昔
の
人
」

と
い
う
言
い
方
は
、
も
っ
と
遠
い
伝
説
上
の
人
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
表
現
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。『
金
井
全
注
』
は
、
こ
の
「
昔
の
人
」
は
「
常
陸
国
風
土

記
の
諸
所
に
登
場
す
る
倭
武
天
皇
」
で
あ
り
、「
伊
吹
山
の
神
と
は
違
っ
て
、
筑

波
の
山
の
神
は
倭
武
天
皇
の
言
向
け
に
対
し
、
山
に
快
晴
を
も
た
ら
し
従
い
ま
つ

ろ
っ
た
」
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。

　

『
常
陸
国
風
土
記
』
に
は
「
倭
武
天
皇
」
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
散
見
さ
れ
る
。

ま
た
、
景
行
紀
で
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
東
征
時
に
「
常
陸
」
を
経
由
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。『
金
井
全
注
』
が
言
う
よ
う
に
、
倭
武
天
皇
が
筑
波
山
に
立
ち
寄
っ
た

と
い
う
伝
承
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
虫
麻
呂
歌
で
は
、
長

歌
冒
頭
Ａ
で
倭
武
天
皇
由
来
の
国
名
起
源
に
拠
る
「
衣
手　

常
陸
国
」
と
歌
い
出

さ
れ
、「
大
伴
卿
」
と
虫
麻
呂
が
目
の
当
た
り
に
し
た
「
峰
の
上
」
が
、
ヤ
マ
ト

タ
ケ
ル
の
望
郷
歌
を
連
想
さ
せ
る
「
国
の
ま
ほ
ら
」
の
語
を
用
い
て
表
さ
れ
る
。

作
品
末
尾
も
ま
た
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
・
倭
武
天
皇
へ
の
連
想
で
締
め
く
く
る
こ
と
に

よ
り
、
大
和
国
の
平
定
に
貢
献
し
た
歴
史
上
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
、
常
陸
国
を
巡
幸

し
た
伝
承
上
の
倭
武
天
皇
の
世
界
へ
の
連
想
を
喚
起
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、「
大
伴
卿
」
を
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
・
倭
武
天
皇

に
重
ね
合
わ
せ
る
と
同
時
に
、「
大
伴
卿
」
が
登
っ
て
筑
波
山
の
神
の
力
で
「
峰

の
上
」
を
幻
視
し
た
「
今
日
」
は
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
・
倭
武
天
皇
が
登
っ
た
「
其

の
日
」
以
上
に
「
楽
し
い
」
と
す
る
こ
と
で
、
二
重
に
「
大
伴
卿
」
を
称
え
る
こ

と
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

十
一
、
幻
視
さ
れ
た
秋
景
─
「
忘
憂
」
の
「
国
見
」
─

　
　

筑
波
山
に
登
る
歌
一
首
并
短
歌

Ａ
草
枕　

客
の
憂
へ
を　

な
ぐ
さ
も
る　

事
も
あ
り
や
と　

筑
波
嶺
に　

登

り
て
見
れ
ば　

Ｂ
尾
花
散
る　

師
付
の
田
井
に　

雁
が
ね
も　

寒
く
来
喧
き

ぬ　

新
治
の　

鳥
羽
の
淡
海
も　

秋
風
に　

白
波
立
ち
ぬ　

Ｃ
筑
波
嶺
の　

吉
け
く
を
見
れ
ば　

長
き
日
に　

念
ひ
積
み
来
し　

憂
へ
は
息
み
ぬ

�

（
一
七
五
七
）

　
　

反
歌

Ｄ
筑
波
嶺
の
す
そ
廻
の
田
井
に
秋
田
刈
る
妹
が
り
遣
ら
む
黄
葉
手
折
ら
な

�

（
一
七
五
八
）

　

Ａ
「
筑
波
嶺
に　

登
り
て
見
れ
ば
」
を
受
け
て
、
Ｂ
に
お
い
て
目
に
見
え
た
景

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
構
成
は
、
国
見
歌
の
典
型
的
な
様
式
に
則
っ
て
い
る
。
Ｂ
に

は
、「
尾
花
散
る　

師
付
の
田
井
に　

雁
が
ね
も　

寒
く
来
喧
き
ぬ
」
と
「
新
治

の　

鳥
羽
の
淡
海
も　

秋
風
に　

白
波
立
ち
ぬ
」
と
い
う
大
き
く
分
け
て
二
つ
の

光
景
が
描
か
れ
る
。「
師
付
」
は
、『
常
陸
国
風
土
記
』
茨
城
郡
に
「
源
は
筑
波
の

山
よ
り
出
で
、
西
よ
り
東
へ
流
れ
、
郡
の
中
を
経
歴
り
て
、
高
浜
の
海
に
入
る
」

と
記
さ
れ
る
「
信
築
川
」
流
域
を
指
す
地
名
で
、
現
在
の
か
す
み
が
う
ら
市
上
志

筑
・
中
志
筑
の
あ
た
り
だ
と
す
れ
ば
、
筑
波
山
か
ら
は
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
離

れ
て
い
る
。「
鳥
羽
の
淡
海
」
は
、『
常
陸
国
風
土
記
』
新
治
郡
に
「
郡
の
西
十

里
」
に
あ
る
と
記
さ
れ
る
「
騰
波
の
江
」
で
、
現
在
の
下
妻
市
騰
波
ノ
江
あ
た
り

だ
と
す
れ
ば
、
筑
波
山
か
ら
は
や
は
り
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
い
る
。
筑

波
山
か
ら
見
て
「
師
付
」
は
東
、「
鳥
羽
の
海
」
は
西
の
方
角
に
あ
た
る
。
虫
麻
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五
五

呂
歌
で
は
筑
波
山
の
東
西
の
光
景
が
描
写
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
十
キ
ロ
離
れ
た
地

上
の
田
ん
ぼ
に
「
尾
花
」
が
「
散
」
っ
た
り
「
雁
が
ね
」
が
飛
来
し
た
り
す
る
様

子
や
、
湖
面
に
「
白
波
」
が
「
立
」
つ
様
子
が
、
八
百
メ
ー
ト
ル
超
の
山
の
上
か

ら
実
際
に
見
え
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
田
ん
ぼ
で
鳴
く
雁
の
声
は
山
の
上
ま
で

聞
こ
え
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

舒
明
天
皇
の
国
見
歌
（
①
二
）
で
は
、「
天
の
香
具
山　

騰
り
立
ち　

国
見
を

す
れ
ば
」
を
受
け
て
、
天
皇
に
見
え
た
と
い
う
二
つ
の
光
景
が
示
さ
れ
る
。
一
つ

は
、「
国
原
は　

煙
立
ち
た
つ
」
と
い
う
国
原
か
ら
民
の
炊
事
の
煙
が
立
っ
て
い

る
と
い
う
光
景
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、「
海
原
は　

か
ま
め
立
ち
た
つ
」
と
い

う
海
原
に
鴎
が
飛
び
交
う
光
景
で
あ
る
。
記
紀
に
お
い
て
仁
徳
天
皇
は
、
国
見
を

し
た
際
に
「
煙
」
の
立
た
な
い
様
子
を
見
て
課
役
を
停
止
し
た
。
そ
の
結
果
、
再

び
国
見
を
す
る
と
「
煙
」
が
立
ち
上
っ
て
い
た
と
い
う
。
天
皇
が
国
見
で
見
る

「
煙
」
は
炊
煙
で
あ
り
、「
国
原
」
か
ら
立
ち
上
る
「
煙
」
は
豊
か
な
民
の
生
活

の
象
徴
と
な
る
。「
海
原
」
に
飛
び
交
う
「
鴎
」
は
海
の
豊
穣
さ
の
象
徴
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
天
皇
の
統
治
す
る
大
和
の
国
の
豊
か
さ
を
示
す
光
景
と
し
て
詠
ま
れ
て

い
る
。
だ
か
ら
歌
は
「
う
ま
し
国
ぞ　

蜻
島　

大
和
の
国
は
」
と
い
う
よ
う
に
、

大
和
の
国
を
賛
美
し
て
締
め
く
く
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
標
高
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
香
具
山
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
海
な
ど
見
え
な

い
。
そ
の
た
め
、
従
来
は
こ
の
「
海
原
」
は
「
池
」
だ
と
解
さ
れ
、
淡
海
に
飛
来

す
る
鴎
の
種
類
を
特
定
す
る
研
究
も
行
わ
れ
て
き
た
。
確
か
に
淡
水
の
湖
な
ど
も

「
海
」
と
表
さ
れ
る
が
、「
海
原
」
の
「
原
」
は
空
間
の
広
が
り
を
表
す
語
で
あ

る
。『
万
葉
集
』
中
に
お
け
る
「
海
原
」
は
、「
海
原
を
八
十
島
隠
り
来
ぬ
れ
ど
も

奈
良
の
都
は
忘
れ
か
ね
つ
も
」（
⑮
三
六
一
三
・
遣
新
羅
使
）、「
海
原
に
霞
た
な

び
き
鶴
の
音
の
悲
し
き
宵
は
国
辺
し
思
ほ
ゆ
」（
⑳
四
三
九
九
・
大
伴
家
持
）
な

ど
の
よ
う
に
、
広
い
海
を
意
味
し
て
い
る
。『
古
事
記
』
で
イ
ザ
ナ
ギ
は
ス
サ
ノ

ヲ
に
対
し
、「
汝
が
命
は
、
海
原
を
知
ら
せ
」
と
「
海
原
」
の
統
治
を
指
示
す
る
。

こ
の
「
海
原0

」
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
に
分
担
さ
れ
た
「
高
天
原0

」
に
対
応
し
て
、
広

い
海
の
世
界
を
意
味
し
て
い
る
。
舒
明
天
皇
国
見
歌
の
「
海
原
」
も
、
国
土
の
広

が
り
を
表
す
「
国
原
」
に
対
し
て
、
広
い
海
を
表
す
語
と
し
て
解
さ
れ
る
べ
き
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

　

山
路
平
四
郎
氏）11
（

が
言
う
よ
う
に
、
舒
明
天
皇
が
詠
む
「
国
原
」
と
「
海
原
」
の

光
景
は
、
実
景
で
は
な
く
、
舒
明
天
皇
に
幻
視
さ
れ
た
光
景
で
あ
ろ
う
。
舒
明
天

皇
は
、
天
皇
と
し
て
理
想
と
考
え
る
光
景
を
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
は

見
え
な
い
「
海
原
」
を
見
え
た
と
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
見
え
た
と
詠
ま

れ
る
「
煙
」
も
実
際
に
は
立
ち
上
っ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
天
皇
が
理
想

の
景
を
「
幻
視
」
し
、
そ
れ
を
「
見
え
た
」
と
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
葉
の
呪

力
が
発
揮
さ
れ
、
理
想
が
現
実
の
も
の
に
な
る
。
国
見
と
い
う
行
事
は
、
言
霊
思

想
に
基
づ
く
予
祝
儀
礼
で
あ
り
、
国
見
歌
で
は
言
葉
の
霊
力
を
発
揮
さ
せ
る
べ
く

「
幻
視
」
さ
れ
た
理
想
の
景
が
言
語
化
さ
れ
る
。

　

虫
麻
呂
歌
は
こ
の
国
見
歌
の
形
式
を
と
る
。
し
た
が
っ
て
、
散
る
尾
花
も
、
飛

来
す
る
雁
が
ね
も
、
鳥
羽
に
立
つ
白
波
も
、
虫
麻
呂
に
よ
っ
て
幻
視
さ
れ
て
い
る

景
だ
と
解
さ
れ
る
。
虫
麻
呂
は
そ
の
景
を
「
筑
波
嶺
の　

吉
け
く
」
と
言
い
、
Ｃ

「
長
き
日
に　

念
ひ
積
み
来
し　

憂
へ
は
息
み
ぬ
」
と
言
う
。「
客
の
憂
へ
」
を

慰
め
よ
う
と
い
う
目
的
は
達
成
さ
れ
た
ら
し
い
。

　

し
か
し
Ｂ
の
景
色
は
、「
客
の
憂
へ
」
を
解
消
す
る
に
し
て
は
あ
ま
り
に
も
寂

し
い
秋
景
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
に
は
、
Ｂ
を
秋
の
美
景
と
捉
え
、
筑
波
山
に



高
橋
虫
麻
呂
の
「
不
尽
山
」
と
「
筑
波
山
」（
土
佐
朋
子
）

五
六

対
す
る
畏
敬
の
念
の
詠
出
、
あ
る
い
は
賛
美
の
表
出
だ
と
解
す
る
論
も
出
さ
れ
て

い
る）11
（

。
確
か
に
『
万
葉
集
』
に
は
「
尾
花
」
も
「
雁
が
ね
」
も
、
都
会
的
な
秋
の

好
景
と
し
て
詠
ま
れ
、
色
づ
く
秋
の
到
来
を
喜
び
、
心
待
ち
に
す
る
心
情
の
表
現

に
も
用
い
ら
れ
る
。「
白
波
」
が
賛
歌
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
も
そ
の
通

り
で
は
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、「
尾
花
」
が
「
散
る
」
と
い
う
表
現
は
、『
万
葉

集
』
で
は
こ
の
虫
麻
呂
歌
以
外
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
漢
籍
の
「
悲
秋
」
の
概
念

を
受
容
し
た
万
葉
の
時
代
に
は
、
秋
に
植
物
が
「
散
る
」
現
象
は
「
悲
秋
」
の
象

徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
死
の
喩
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
雁
が
ね
」
の

寒
く
感
じ
ら
れ
る
鳴
き
声
は
、
草
木
が
色
づ
く
こ
と
の
前
兆
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、「
吾
が
背
子
は
待
て
ど
来
ま
さ
ず
雁
が
ね
も
と
よ
み
て
寒
し
」（
⑬
三
二
八

一
）
の
よ
う
に
、
孤
独
感
を
抱
か
せ
、
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
る
声
と
し
て
も
感
知
さ

れ
て
い
る
。「
雁
」
に
限
ら
ず
鳥
の
声
は
、
恋
し
さ
を
催
さ
せ
る
も
の
と
し
て
詠

ま
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。「
白
波
」
も
、「
若
の
浦
に
白
波
立
ち
て
沖
つ
風
寒
き

夕
は
大
和
し
思
ほ
ゆ
」（
⑦
一
二
一
九
）
な
ど
の
よ
う
に
、
旅
の
道
中
に
あ
っ
て

は
望
郷
を
か
き
た
て
る
荒
涼
と
し
た
景
物
と
し
て
感
知
さ
れ
る
例
が
散
見
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
Ｂ
は
秋
の
美
景
と
い
う
よ
り
、
人
恋
し
さ
を
触
発
す

る
揺
落
の
秋
の
景
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

筑
波
山
の
「
秋
」
と
い
え
ば
、
歌
垣
の
季
節
で
あ
る
。
し
か
し
、
筑
波
山
に

登
っ
た
虫
麻
呂
は
歌
垣
を
見
る
こ
と
な
く
、
荒
涼
と
し
た
秋
の
光
景
を
幻
視
し
た
。

「
客
の
憂
へ
」
と
は
望
郷
の
念
に
さ
い
な
ま
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
家
人
を
恋
う
気

持
ち
で
あ
ろ
う
。
Ｂ
の
荒
涼
と
し
た
秋
の
光
景
を
「
よ
け
く
」
と
言
い
、「
憂
へ

は
息
み
ぬ
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
に
は
、
そ
の
光
景
は
「
客
の
憂
へ
」
を
「
慰
」

め
よ
う
と
す
る
虫
麻
呂
に
と
っ
て
、
見
る
べ
き
景
と
し
て
立
ち
現
れ
て
き
た
も
の

だ
っ
た
は
ず
で
あ
る）1（
（

。

　

「
客
の
憂
へ
」
が
息
ん
だ
と
言
う
虫
麻
呂
は
、
Ｄ
「
筑
波
嶺
の
す
そ
廻
の
田
井

に
秋
田
刈
る
妹
」
を
見
つ
け
、
そ
の
「
妹
」
に
贈
る
「
黄
葉
」
を
手
折
り
た
い
と

言
う
。
こ
と
さ
ら
に
「
妹
」
と
呼
ぶ
以
上
は
、
そ
の
女
性
が
た
だ
の
農
婦
だ
と
い

う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
こ
の
「
妹
」
も
ま
た
、
虫
麻
呂
が
「
妹
」
と
呼
ぶ
手
児

奈
や
珠
名
の
よ
う
に
、
虫
麻
呂
に
幻
視
さ
れ
た
東
国
の
美
女
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
幻
想
の
歌
垣
へ
の
耽
溺
を
予
感
さ
せ
る
幻
想
の
「
妹
」
で
あ
る）11
（

。

十
二
、
仮
想
現
実
と
し
て
の
「
歌
垣
」

　
　

筑
波
嶺
に
登
り
て
嬥
歌
会
を
為
す
日
に
作
る
歌
一
首
并
短
歌

Ａ
鷲
の
住
む　

筑
波
の
山
の　

喪
羽
服
津
の　

其
の
津
の
上
に　

率
ひ
て　

未
通
女
壮
士
の　

往
き
集
ひ　

か
が
ふ
嬥
歌
に　

Ｂ
他
妻
に　

吾
も
交
は
ら

む　

吾
が
妻
に　

他
も
言
問
へ　

Ｃ
此
の
山
を　

う
し
は
く
神
の　

昔
よ
り　

禁
め
ぬ
行
事
ぞ　

今
日
の
み
は　

目
串
も
な
見
そ　

事
も
咎
む
な　
嬥
歌
は

東
俗
語
に
か
が
ひ
と
曰
ふ�

（
一
七
五
九
）

　
　

反
歌

男
神
に
雲
立
ち
登
り
し
ぐ
れ
零
り
ぬ
れ
通
る
と
も
吾
か
へ
ら
め
や

�

（
一
七
六
〇
）

　

こ
の
一
七
五
九
～
一
七
六
〇
番
歌
は
、
歌
垣
が
「
性
的
解
放
」
を
伴
う
行
事
で

あ
っ
た
と
す
る
こ
と
の
根
拠
と
し
て
た
び
た
び
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
中
西
進

氏
）
11
（

が
、
こ
の
歌
の
「
わ
れ
」
は
「
生
身
の
虫
麻
呂
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
の
で
は

な
」
く
、「
仮
想
の
中
で
わ
が
身
が
登
場
人
物
と
な
」
っ
て
い
る
と
し
、
浅
見
徹
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五
七

氏
）
11
（

が
、「
乱
婚
も
性
的
解
放
も
、
虫
麻
呂
の
文
学
的
創
作
で
あ
り
、
幻
想
で
あ

る
」
と
論
じ
て
い
る
通
り
、
こ
の
作
品
に
描
き
出
さ
れ
た
世
界
は
、
虫
麻
呂
に

よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た
仮
想
現
実
と
し
て
の
「
歌
垣
」
で
あ
ろ
う
。

　

Ａ
は
、
筑
波
嶺
で
行
わ
れ
た
歌
垣
の
説
明
に
な
っ
て
い
る
。
歌
の
享
受
者
が
歌

垣
を
知
ら
な
い
人
々
、
つ
ま
り
都
の
人
々
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。「
鷲
」
は
、

『
万
葉
集
』
中
で
こ
の
歌
を
含
め
て
四
例
し
か
な
い
。
そ
の
う
ち
二
つ
は
越
中
の

「
二
上
山
」
の
「
鷲
」（
⑯
三
八
八
二
）
で
あ
り
、
残
る
二
つ
が
こ
の
歌
と
「
筑

波
嶺
に
か
か
鳴
く
鷲
」（
⑭
三
三
九
〇
）
で
あ
る
。
越
中
の
「
二
上
山
」
も
「
筑

波
嶺
」
も
、
都
か
ら
離
れ
た
辺
境
の
地
だ
と
い
う
点
と
、
二
峰
続
き
と
い
う
形
状

と
に
共
通
性
を
持
つ
。
Ａ
の
「
鷲
の
住
む
筑
波
の
山
」
と
い
う
冒
頭
は
、
筑
波
嶺

を
辺
境
の
山
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
意
図
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ど
こ
に
あ
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
「
喪
羽
服
津
」
と
い
う
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
地
名
は
、

都
の
人
々
に
と
っ
て
異
国
情
緒
を
伴
う
響
き
を
持
っ
た
だ
ろ
う
。

　

Ｂ
「
他
妻
に　

吾
も
交
は
ら
む　

吾
が
妻
に　

他
も
言
問
へ
」
は
、
歌
垣
を
乱

婚
・
野
合
が
行
わ
れ
た
行
事
と
し
て
復
元
す
る
た
め
に
、
最
大
か
つ
唯
一
の
根
拠

と
さ
れ
る
記
述
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
Ｂ
は
、
歌
垣
に
集
う
男
女
が
「
未
通
女
壮

士
」
だ
と
し
た
Ａ
と
、
す
で
に
矛
盾
を
来
し
て
い
る
。『
常
陸
国
風
土
記
』
筑
波

郡
の
記
述
に
拠
れ
ば
、「
筑
波
嶺
の
会
」
で
は
「
娉
の
財
」
と
い
う
婚
約
の
印
を

渡
し
て
結
婚
相
手
を
決
め
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
既
婚
者
が
参
加
す
る
と
い

う
こ
と
は
現
実
的
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
浅
見
徹
氏）11
（

が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
歌

垣
で
「
性
的
解
放
」
が
行
わ
れ
た
と
す
る
の
は
、
共
同
体
の
集
団
性
が
重
視
さ
れ

る
古
代
社
会
に
お
い
て
は
非
現
実
的
で
あ
る
。「
性
的
解
放
」
は
個
の
欲
望
を
優

先
さ
せ
る
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
の
が
歌
垣
で
あ
る
な
ら
ば
、『
常

陸
国
風
土
記
』
香
島
郡
に
お
い
て
、
歌
垣
で
邂
逅
し
た
那
賀
寒
田
之
郎
子
と
海
上

安
是
之
嬢
子
と
が
、
集
団
を
抜
け
出
し
て
二
人
だ
け
の
時
間
を
過
ご
し
た
た
め
に

松
に
な
っ
た
と
い
う
話
は
成
立
す
る
は
ず
が
な
い
。
歌
垣
は
、
未
婚
の
男
女
が

「
娉
の
財
」
を
贈
り
贈
ら
れ
、
そ
の
社
会
に
認
め
ら
れ
る
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
た
め

に
行
わ
れ
た
行
事
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
既
婚
者
が
混
じ
っ
て
い
る
は
ず
が

な
い
の
で
あ
る
。
Ｂ
は
、
虫
麻
呂
の
幻
想
で
あ
る
。

　

虫
麻
呂
は
、
Ｃ
で
「
此
の
山
を　

う
し
は
く
神
の　

昔
よ
り　

禁
め
ぬ
行
事

ぞ
」
と
述
べ
、
幻
想
さ
れ
る
「
歌
垣
」
が
筑
波
の
神
に
よ
っ
て
許
さ
れ
て
い
る
も

の
だ
と
言
う
。
虫
麻
呂
は
、
一
七
五
三
～
一
七
五
四
番
歌
で
、「
大
伴
卿
」
に
対

し
て
筑
波
の
「
男
神
」
と
「
女
神
」
が
特
別
に
「
国
の
ま
ほ
ら
」
を
示
し
た
と
し

て
い
た
。
虫
麻
呂
歌
に
お
い
て
は
、
筑
波
山
の
神
が
、
人
間
の
身
勝
手
な
欲
望
を

受
け
入
れ
て
く
れ
る
世
俗
的
な
神
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
作
品
に
は
、
虫
麻
呂
の
東
国
幻
想
が
生
み
出
し
た
仮
想
現
実
と
し
て
の

「
歌
垣
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。「
わ
れ
」
と
自
称
す
る
虫
麻
呂
自
身
が
、
筑
波
の

神
の
許
可
を
得
て
、
ア
バ
タ
ー
と
な
っ
て
そ
の
仮
想
空
間
に
参
入
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

十
三
、
幻
視
さ
れ
る
二
つ
の
山

　

虫
麻
呂
は
、
筑
波
山
を
「
登
る
山
」
と
し
て
捉
え
、
多
様
な
詠
み
方
を
す
る
。

一
方
、
不
尽
山
は
ひ
た
す
ら
「
見
る
山
」
と
し
て
詠
ま
れ
る
。
筑
波
山
は
人
々
が

登
り
、
参
集
し
、
歌
垣
を
行
う
世
俗
的
な
山
と
し
て
詠
ま
れ
る
。
不
尽
山
は
、
人



高
橋
虫
麻
呂
の
「
不
尽
山
」
と
「
筑
波
山
」（
土
佐
朋
子
）

五
八

間
世
界
を
超
越
し
、
根
源
的
な
力
を
持
っ
て
国
家
を
「
鎮
」
め
る
山
と
し
て
詠
ま

れ
る
。
虫
麻
呂
は
筑
波
も
不
尽
も
神
の
山
と
し
て
造
形
し
て
い
る
の
だ
が
、
筑
波

山
は
人
間
を
受
け
入
れ
る
神
性
を
有
す
る
山
と
さ
れ
、
不
尽
山
は
人
間
を
寄
せ
付

け
な
い
神
性
を
有
す
る
神
聖
な
山
と
さ
れ
る
。

　

虫
麻
呂
が
造
形
す
る
こ
の
二
つ
の
山
の
対
照
性
は
、『
常
陸
国
風
土
記
』
筑
波

郡
の
「
福
慈
岳
」
と
「
筑
波
岳
」
の
説
話
と
重
な
り
合
う
。
虫
麻
呂
は
東
国
へ
赴

任
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
筑
波
山
も
不
尽
山
も
実
際
に
見
る

機
会
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
し
か
し
、
虫
麻
呂
が
描
く
不

尽
山
と
筑
波
山
は
と
も
に
、「
実
態
」
が
写
実
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
虫
麻
呂

は
、
不
尽
山
と
筑
波
山
を
素
材
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仮
想
空
間
を
言
語
に
よ
っ

て
創
出
し
て
い
る
。
そ
の
仮
想
現
実
の
体
験
は
、
筑
波
山
の
場
合
に
は
「
登
る
」

こ
と
に
よ
っ
て
、
不
尽
山
の
場
合
に
は
「
見
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
。

虫
麻
呂
は
、
現
実
の
東
国
を
知
ら
な
い
都
の
人
々
に
向
け
て
、
幻
想
の
「
東
国
」

を
創
り
出
し
て
み
せ
た
。
そ
れ
は
、
東
国
と
い
う
辺
境
に
あ
る
二
つ
の
山
に
対
す

る
文
学
的
な
存
在
意
義
の
付
与
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。

〔
注
〕

（
（
）�菅
政
友
「
常
陸
国
風
土
記
ノ
事
」（『
菅
政
友
全
集�

全
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
八

年
）、
秋
本
吉
郎
『
風
土
記
の
研
究
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
三
年
）
な
ど
。

（
（
）�契
沖
『
代
匠
記
』
が
巻
九
・
一
七
五
三
番
の
注
に
お
い
て
、
藤
原
宇
合
の
常
陸
国

司
在
任
中
に
虫
麻
呂
は
属
官
と
し
て
常
陸
国
に
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
お
り
、

佐
佐
木
信
綱
『
和
歌
史
の
研
究
』（
大
日
本
学
術
協
会
、
一
九
一
五
年
）
が
、
虫

麻
呂
が
宇
合
の
属
官
と
し
て
東
国
へ
赴
任
し
て
お
り
、
東
歌
の
輯
録
は
虫
麻
呂
の

手
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
な
ど
、
宇
合
の
常
陸
国
赴
任
に
伴
っ
て

虫
麻
呂
も
東
国
へ
下
向
し
た
可
能
性
は
、
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
。

（
（
）�黛
弘
道
氏
が
「
筑
波
山
と
富
士
山
」（『
古
代
日
本
の
山
と
信
仰
』
学
生
社
、
一
九

八
七
年
）
に
お
い
て
、
古
代
に
お
け
る
「
筑
波
山
」
と
「
富
士
山
」
の
表
象
や
信

仰
を
検
討
し
、「
筑
波
山
」
は
「
実
の
こ
も
っ
た
山
」
で
「
富
士
山
」
は
「
名
の

高
い
山
」
だ
と
論
じ
て
い
る
。

（
（
）�佐
佐
木
信
綱
氏
は
前
掲
注
（
（
）
書
に
お
い
て
、
左
注
の
「
右
一
首
」
は
「
右
三

首
」
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。

（
（
）�澤
瀉
久
孝
「
万
葉
集
─
詠
富
士
山
歌
の
作
者
に
つ
い
て
─
」（『
国
語
国
文
の
研

究
』
四
十
九
号
、
一
〇
三
〇
年
十
月
）
お
よ
び
『
万
葉
集
注
釈�

巻
三
』。
澤
瀉
氏

の
論
に
対
し
て
は
、
山
田
孝
雄
氏
の
「
万
葉
集
の
左
注
な
る
『
右
何
首
』
と
書
せ

る
事
の
意
義
」（『
国
語
国
文
』
二
巻
二
号
、
一
九
三
二
年
二
月
）
に
お
い
て
、
澤

瀉
氏
が
論
じ
た
よ
う
な
意
味
の
「
右
一
首
」
と
い
う
記
載
は
例
外
的
で
あ
る
と
い

う
反
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
菅
野
雅
雄
氏
が
「
虫
麻
呂
の
富
士
の
山
の
歌
」

（
神
野
志
隆
光
・
坂
本
信
幸
編
『
セ
ミ
ナ
ー�

万
葉
の
歌
人
と
作
品�

第
七
巻
』
和

泉
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
に
お
い
て
、
巻
三
の
赤
人
歌
群
の
中
に
「
富
士
山
の
歌
」

と
い
う
「
類
を
以
て
」
虫
麻
呂
歌
を
割
り
込
ま
せ
た
際
に
、
三
一
九
番
を
指
し
て

「
一
首
」
と
記
し
、
三
二
〇
・
三
二
一
番
に
つ
い
て
は
「
并
短
歌
」
と
示
し
た
題

詞
「
詠
不
尽
山
歌
一
首
并
短
歌
」
に
忠
実
に
対
応
さ
せ
た
左
注
「
右
一
首
高
橋
連

虫
麻
呂
之
歌
中
出
焉　

以
類
載
此
」
が
付
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
巻
三
に
お

い
て
題
詞
に
照
合
さ
せ
て
左
注
を
付
す
原
則
に
か
な
っ
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。

（
（
）�松
原
博
一
「
万
葉
集
作
者
未
詳
の
富
士
山
歌
考
」（『
日
本
大
学�

精
神
文
化
研
究

所�

教
育
制
度
研
究
所�

紀
要
』
十
六
集
、
一
九
八
五
年
三
月
）。

（
（
）�中
西
進
「
天
と
地
の
間
」（『
旅
に
棲
む�

高
橋
虫
麻
呂
論
』
中
公
文
庫
、
一
九
九

三
年
）。

（
（
）�前
掲
注
（
（
）
中
西
氏
論
。

（
（
）�谷
馨
『
万
葉
東
国
紀
行
』（
桜
楓
社
、
一
九
六
四
年
）。
ま
た
、
大
石
泰
夫
「
虫
麻

呂
の
地
名
表
現
」（『
美
夫
君
志
』
三
十
七
号
、
一
九
八
八
年
八
月
）
が
、
虫
麻
呂

の
地
名
表
現
が
「
風
土
記
と
同
一
の
基
盤
に
成
立
し
た
も
の
」
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。

（
（0
）�高
松
寿
夫
「〈
不
尽
山
〉
の
発
見
─
赤
人
・
虫
麻
呂
歌
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
上
代

和
歌
史
の
研
究
』
新
典
社
、
二
〇
〇
七
年
）。



佛
教
大
学
　
文
学
部
論
集
　
第
一
〇
六
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）

五
九

（
（（
）�精
撰
本
に
は
班
固
と
謝
玄
暉
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
林
古
溪
『
万

葉
集
外
来
文
学
考
』（
丙
午
出
版
社
、
一
九
三
二
年
）
に
、『
史
記
』
大
宛
伝
「
論

賛
」、『
文
選
』
司
馬
相
如
「
子
虚
賦
」、
謝
玄
暉
「
敬
亭
山
詩
」
の
例
の
ほ
か
、

『
山
海
経
』
の
例
が
指
摘
さ
れ
、
漢
籍
の
受
容
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
、
小
島
憲

之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学�

中
』（
塙
書
房
、
一
九
六
四
年
）
に
お
い
て
、

山
の
高
さ
を
「
貴
」
と
す
る
の
は
漢
籍
の
受
容
で
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
（（
）�井
手
至
「
仙
境
の
雲
─
『
万
葉
集
』
二
四
三
番
歌
の
『
白
雲
』
を
め
ぐ
っ
て
─
」

（『
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
紀
要
人
文
研
究
（
国
語
・
国
文
学
）』
三
十
九
巻
一
号
、

一
九
八
七
年
十
二
月
）
を
参
照
。

（
（（
）�前
掲
注
（
（
）
論
。

（
（（
）�横
倉
長
恒
氏
が
「『
万
葉
集
』
巻
三
の
富
士
山
歌
の
語
る
も
の
」（『
古
代
文
学
私

論
』
武
蔵
野
書
院
、
一
九
九
二
年
七
月
）
に
お
い
て
、「
地
理
学
的
に
捉
え
て
い

る
と
こ
ろ
」
が
虫
麻
呂
歌
の
特
徴
の
一
つ
だ
と
指
摘
し
、
創
作
に
あ
た
っ
て
は
、

「
地
図
」、「
公
的
な
『
巡
察
使
』
に
よ
る
報
告
」、
現
地
に
お
け
る
直
接
的
「
体

験
」、「『
風
土
記
』
の
情
報
」
な
ど
を
必
要
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い

る
。
ま
た
、
三
二
〇
番
歌
Ｄ
は
「『
駿
河
国
風
土
記
』
に
よ
っ
た
見
方
」
で
あ
り
、

「
観
念
的
な
発
想
」
だ
と
も
論
じ
て
い
る
。

（
（（
）�フ
ジ
山
の
活
動
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
小
泉
武
栄
「
登
山
史
の
な
か
の
富
士
山
」

（『
富
士
山
と
日
本
人
』
青
弓
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
都
司
嘉
宣
『
富
士
山
の
噴
火

の
歴
史
』（
築
地
書
館
、
二
〇
一
三
年
）、
藤
村
翔
「
富
士
山
古
墳
時
代
・
平
安
時

代
噴
火
災
害
」（『
季
刊�

考
古
学
』
一
四
六
号
、
二
〇
一
九
年
二
月
）、
杉
山
浩
平

「
噴
火
と
遺
跡
」・
渡
井
英
誉
「
信
仰
と
噴
火
」（
富
士
山
考
古
学
研
究
会
編
『
富

士
山
噴
火
の
考
古
学
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
）
の
「
第
一
章�

富
士
山
の

歴
史
・
考
古
学
研
究
史
」
所
収
）、
小
林
淳
「
富
士
山
の
噴
火
史
研
究
で
目
指
す

も
の
─
世
界
遺
産
富
士
山
の
信
仰
と
芸
術
の
礎
と
し
て
─
」（『
富
士
山
学
』
一
号
、

二
〇
二
一
年
三
月
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
（（
）�竹
居
明
男
氏
執
筆
「
富
士
山
」（
古
代
学
協
会
・
古
代
学
研
究
所
編
『
平
安
時
代

史
事
典
』
角
川
書
店
、
一
九
九
四
年
）。
前
掲
注
（
（（
）
都
司
氏
書
や
小
泉
氏
論

文
は
、「
富
士
山
記
」
の
記
述
か
ら
、
当
時
富
士
山
に
登
頂
し
た
人
が
い
た
と
推

測
し
て
い
る
。

（
（（
）�フ
ジ
山
の
文
学
的
表
現
・
形
象
に
つ
い
て
は
、
梶
川
信
行
「《
富
士
山
》
の
誕
生

─
『
望
不
尽
山
歌
』
論
の
た
め
に
─
」（『
万
葉
史
の
論�

山
部
赤
人
』
翰
林
書
房
、

一
九
九
七
年
）、
和
田
律
子
「
平
安
時
代
の
富
士
山
」（『
富
士
山
と
日
本
人
』
青

弓
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
久
保
田
淳
『
富
士
山
の
文
学
』（
角
川
文
庫
、
二
〇
一
三

年
）、
前
掲
注
（
（（
）
都
司
氏
書
、
石
田
千
尋
『
富
士
山
と
文
学
』（
新
典
社
、
二

〇
二
一
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
（（
）�山
本
登
朗
「
浅
間
と
富
士
─
伊
勢
物
語
『
東
下
り
』
小
考
─
」（『
国
語
国
文
』
四

十
六
巻
八
号
、
一
九
七
七
年
八
月
）
参
照
。

（
（（
）�土
佐
秀
里
「
名
づ
け
と
境
界
線
─
上
代
文
学
に
お
け
る
地
図
的
思
考
の
進
展
─
」

（『
日
本
文
学
論
究
』
七
十
九
冊
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
は
、
七
世
紀
中
葉
か
ら

八
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
律
令
制
・
国
郡
里
制
の
思
考
様
式
に
規
定
さ
れ
た
空
間

の
序
列
化
と
秩
序
化
が
進
ん
で
い
く
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
（0
）�都
筑
省
吾
「『
詠
不
尽
山
歌
一
首
并
短
歌
』
案
─
早
春
の
頃
に
─
」（『
新
版�

萬
葉

十
三
人
』
河
出
書
房
、
一
九
六
五
年
）。
都
筑
氏
は
、
三
一
九
～
三
二
〇
番
の
作

者
を
高
橋
虫
麻
呂
と
断
定
す
る
こ
と
に
対
し
て
慎
重
な
姿
勢
を
と
る
が
、
こ
の
論

文
に
お
い
て
、
や
ま
と
の
国
を
「
日
本
」
と
表
し
た
山
上
憶
良
以
後
、「
国
家
意

識
が
昂
揚
し
て
ゐ
た
頃
」、
具
体
的
に
は
「
七
一
九
年
、
養
老
三
年
の
頃
ほ
ひ
」

に
、
虫
麻
呂
が
擡
頭
す
る
「
国
家
意
識
を
思
想
と
し
て
」
創
作
し
た
も
の
だ
と
結

論
づ
け
て
い
る
。
な
お
、
坂
田
和
美
「
高
橋
虫
麻
呂
─
語
彙
か
ら
見
る
そ
の
官
人

意
識
に
つ
い
て
─
」（『
三
重
大
学�

日
本
語
学
文
学
』
四
号
、
一
九
九
三
年
五
月
）

が
、
不
尽
山
を
日
本
の
「
鎮
」
と
す
る
と
い
う
当
該
歌
の
表
現
に
、
虫
麻
呂
の

「
官
人
意
識
」
の
表
れ
を
見
て
い
る
。

（
（（
）�前
掲
注
（
（（
）
林
氏
書
。

（
（（
）�前
掲
注
（
（（
）
小
島
氏
書
。

（
（（
）�廣
岡
義
隆
「
寶
鎭
と
し
て
の
富
士
山
」（『
中
京
大
学
上
代
文
学
論
究
』
二
号
、
一

九
九
八
年
三
月
）。

（
（（
）�島
田
修
三
「『
見
れ
ど
飽
か
ず
』
考
一
」（『
古
代
和
歌
生
成
史
論
』
砂
子
屋
書
房
、

一
九
九
七
年
）。

（
（（
）�清
原
和
義
「
高
橋
虫
麻
呂
の
筑
波
山
考
」（『
武
庫
川
国
文
』
十
四
・
十
五
号
、
一

九
七
九
年
三
月
）。



高
橋
虫
麻
呂
の
「
不
尽
山
」
と
「
筑
波
山
」（
土
佐
朋
子
）

六
〇

（
（（
）�「
大
伴
卿
」
が
誰
の
こ
と
を
指
す
の
か
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
大
き
く
は

「
大
伴
旅
人
」（『
代
匠
記
』
精
撰
本
な
ど
）、「
大
伴
道
足
」（
土
屋
文
明
『
私
注
』）、

「
大
伴
牛
養
」（
井
村
哲
夫
『
憶
良
と
虫
麻
呂
』
桜
楓
社
、
一
九
七
三
年
）
の
説

が
出
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
本
論
の
主
旨
に
は
関
わ
ら
な
い
の
で
論
証
は
し

な
い
が
、「
大
伴
旅
人
」
が
最
も
自
然
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（
（（
）�前
掲
注
（
（
）
中
西
氏
論
。

（
（（
）�武
田
祐
吉
『
上
代
国
文
学
の
研
究
』（
博
文
館
、
一
九
二
一
年
）
は
、「
嬥
歌
」
の

字
面
が
「『
常
陸
国
風
土
記
』
と
一
致
し
て
ゐ
る
の
は
、
偶
然
と
は
思
は
れ
ぬ
」

と
述
べ
、
虫
麻
呂
を
『
常
陸
国
風
土
記
』
撰
者
に
擬
し
て
い
る
。

（
（（
）�山
路
平
四
郎
「
国
見
の
歌
二
つ
」（『
国
文
学
研
究
』
二
十
九
集
、
一
九
六
四
年
三
月
）。

（
（0
）�高
野
正
美
「
虫
麻
呂
の
長
歌
─
筑
波
山
詠
・
真
間
手
児
奈
詠
─
」（『
万
葉
歌
の
形

成
と
形
象
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
四
年
）
は
、「
雁
が
ね
も
寒
く
来
鳴
き
ぬ
」
を

「
色
づ
き
始
め
た
山
野
の
景
を
背
後
に
し
た
表
出
」
だ
と
し
、
虫
麻
呂
は
「
秋
色

に
映
え
る
神
の
山
の
美
し
さ
に
憑
か
れ
た
こ
と
」
を
表
出
し
て
い
る
と
論
じ
て
い

る
。
佐
藤
政
司
「『
登
筑
波
山
歌
』
考
」（『
美
夫
君
志
』
三
十
五
号
、
一
九
八
七

年
七
月
）
は
、「
尾
花
」「
雁
が
ね
」「
秋
風
」「
黄
葉
」
な
ど
は
当
時
、
秋
の
景
物

と
し
て
好
ん
で
詠
ま
れ
た
題
材
だ
と
し
、
ま
た
「
白
波
」
は
讃
歌
的
な
性
格
を

持
っ
た
歌
に
詠
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、「
秋
風
に
白
波
立
ち
ぬ
」
を
「
豊
か
に
水
を

湛
え
て
波
立
っ
て
い
る
鳥
羽
の
湖
の
美
し
い
様
子
」
に
対
す
る
「
賞
美
」
だ
と
解

す
る
。
内
藤
明
「『
う
れ
へ
』
─
旅
愁
と
豊
穣�

高
橋
虫
麻
呂
の
筑
波
山
に
登
る

歌
」（『
万
葉
集
の
古
代
と
近
代
』
現
代
短
歌
社
、
二
〇
二
一
年
）
は
、
漢
詩
的
な

秋
の
良
景
の
創
造
だ
と
論
じ
て
い
る
。

（
（（
）�虫
麻
呂
が
詠
む
荒
涼
た
る
秋
の
光
景
と
、「
客
の
憂
へ
」
が
「
息
」
ん
だ
と
す
る

こ
と
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
青
木
生
子
『
日
本
抒
情
詩
論
』（
弘
文
堂
、
一
九

五
七
年
）、
犬
養
孝
『
万
葉
の
風
土�

続
』（
塙
書
房
、
一
九
七
二
年
）
な
ど
に
代

表
さ
れ
る
、
当
該
歌
に
「
孤
愁
」
を
読
み
取
る
諸
論
で
は
、
虫
麻
呂
の
心
が
寂
寥

の
光
景
に
調
和
あ
る
い
は
救
済
さ
れ
た
と
い
う
方
向
で
説
明
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
前
掲
注
（
（0
）
の
高
野
氏
と
佐
藤
氏
の
論
で
は
、「
憂
へ
」
を
忘
れ
た
理
由

の
説
明
が
筑
波
山
の
景
の
美
し
さ
に
求
め
ら
れ
、
内
藤
氏
の
論
で
は
、
豊
穣
に
つ

な
が
る
も
の
と
し
て
の
秋
の
景
に
よ
っ
て
「
客
の
憂
へ
」
が
解
消
さ
れ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
村
山
出
「
高
橋
虫
麻
呂
の
『
登
筑
波
山
歌
』
─
文
選
詩
の

『
憂
』
と
の
関
連
─
」（『
上
代
文
学
』
六
十
七
号
、
一
九
九
一
年
十
一
月
）・
同

「
高
橋
虫
麻
呂
の
『
登
筑
波
山
歌
』
─
忘
憂
歌
の
成
立
と
背
景
─
」（『
国
語
国
文

研
究
』
九
十
一
号
、
一
九
九
二
年
三
月
）
が
、「
憂
」
の
情
を
か
き
た
て
る
凋
落

と
凄
緊
の
秋
景
を
描
く
中
で
、「
忘
憂
」
を
求
め
る
心
が
表
出
さ
れ
る
『
文
選
』

の
「
忘
憂
」
詩
を
受
容
し
た
表
現
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
虫
麻
呂
歌
に
お

い
て
、
こ
の
光
景
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
客
の
憂
へ
」
が
「
息
」
ん
だ
と
さ
れ

る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
論
理
に
よ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
（（
）�前
掲
注
（
（0
）
内
藤
氏
の
論
に
お
い
て
、
一
七
五
八
番
歌
Ｄ
を
「
筑
波
の
麓
の
秋

田
の
稔
り
」
を
い
う
作
品
だ
と
解
し
、「
黄
葉
」
が
「
妹
」
と
関
係
づ
け
ら
れ
な

が
ら
、「
秋
の
歌
垣
の
空
間
へ
の
幻
想
を
駆
り
立
て
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い

る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）�前
掲
注
（
（
）
中
西
氏
論
。

（
（（
）�浅
見
徹
「
筑
波
山
の
嬥
歌
」（『
岐
阜
大
学�

国
語
国
文
学
』
十
八
号
、
一
九
八
七

年
三
月
）。

（
（（
）�前
掲
注
（
（（
）
浅
見
氏
論
文
。
な
お
、
歌
垣
が
「
性
的
解
放
」
を
伴
う
行
事
で

あ
っ
た
と
す
る
通
説
は
、
土
橋
寛
氏
が
『
古
代
歌
謡
と
儀
礼
の
研
究
』（
岩
波
書

店
、
一
九
六
五
年
）
に
お
い
て
、
歌
垣
を
春
山
入
り
の
予
祝
行
事
の
一
部
と
し
て

国
見
の
後
で
行
わ
れ
る
も
の
だ
と
し
、
性
的
行
事
が
作
物
の
豊
穣
を
も
た
ら
す
た

め
の
呪
術
的
な
意
味
を
持
つ
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
提
唱
し
た
歌
垣
論
を
土
台
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
春
山
の
神
に
対
す
る
祭
祀
、
国
見
、
歌
垣
、
呪
術
と
は
そ

れ
ぞ
れ
何
な
の
か
、
概
念
規
定
を
含
め
て
検
証
し
直
す
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

（
と
さ　

と
も
こ　

日
本
文
学
科
）

二
〇
二
一
年
十
一
月
十
五
日
受
理


